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千年村プロジェクトについて 
 

〈千年村〉とは、千年以上にわたり、度重なる自然的社会的災害・変化を乗り越えて、生
産と生活が持続的に営まれてきた集落・地域のことをさす。 
千年村プロジェクトは、全国の〈千年村〉の蒐集、調査、公開、顕彰、交流のためのプラ
ットフォームとして構想された。2011 年に発生した東日本大震災後に、優れた生存立地を
発見しその特性を見出す必要性を感じたことがその発端である。関東と関西にその研究拠
点を持ち、環境・地域経営・交通・集落構造という 4 つの要素を重要視し、それらに関す
る諸分野の研究者・実務者によって運営されている。 
また、この活動は 2014 年～2017 年度科学研究費助成事業「国土基盤としての〈千年村〉
の研究とその存続のための方法開発」に採択されている。 
様々な圧力を受け、変容を受け入れつつも、長らく存続してきた歴史を持つ地域には、生
産性や防災性、経済的交流の基盤などが構築され、持続可能な土地固有のシステムが育ま
れてきたと考えられる。山際の集落、その眼下に広がる水田、集落を護る鎮守の森、他所
へ通じる峠道、異国へ向かう海原。日本における地域の多くにはこうした共通する特徴が
具備されている。しかし、これらの特徴は突出した文化財的指標というよりは、むしろ健
全な国土を日常的にささえるものとして評価されるべきであろう。 
千年村プロジェクトは、そのような地域に実際に赴き、環境・地域経営・交通・集落構造
の各視点から、地域が持続してきた要因の分析を行っている。そしてその地域が良好な生
存条件を保っていると確認できた場合、その地域を〈千年村〉として認証する。認証によ
って、当該地域の持続要因を理解していただくとともに、これからの千年に向けた持続可
能な地域づくりの支援を行うことを目標としている。 
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第 1 章 研究編ેخ

ʲ࿩ຽྪᡋঠʳ記ࡎ地໌のࡑݳ地ർఈによ
る千年村ޫึ地の発ݡ
千年村ޫึ地をͽΘ͚સ国かΔ発ݡするた
Όに、ฑ安غ辞書ʲ࿩ຽྪᡋঠʳに記͠ࡎ
Ηるݻେ地໌と、そΗΔをࡑݳ地΃と൳ఈ
したعԡ研究の੔Վを༽い、空ؔదにプロ
ρトした。そΗΔを千年઴かΔࡑݳまで空
ؔదにંକする千年村ޫึ地とした。
कགྷߡࢂ文ݛはʲֱ川日本地໌大辞ఱʳで
ある。͞͞にはʲ࿩ຽྪᡋঠʳ記ࡎ地໌の
地ർఈに関する઎行研究͗まとΌΔΗࡑݳ
ͱいる。そのർఈ੠度は、Ґ下の 7 ͯに෾
ྪ͠Ηる。

1. ୱ一の大࣊にർఈ͠Ηる
2. ෵਼の大࣊にർఈ͠Ηる
3. 市域にർఈ͠Ηる
4. 河川ླྀ域なʹの෵਼の市域にまた͗

る൥ҕにർఈ͠Ηる

5. ർఈに関するઈ͗ҡなる
6. ർఈ地はາ৆と͠Ηる
7. ർఈ地に関する記फ़͗ない
本プロジェクトでは、Ґ上の͑ͬࡑݳの

行੕区ժ・大࣊領域にർఈ͠Ηる΍のをப
ड़しプロρトしͱいる。その਼はʲ࿩ຽྪ
ᡋঠʳ記໌ڹࡎ 4020 の͑ͬݺ 1994 ՗所
である。その中で΍、大࣊領域΃のർఈ਼
には地域ࠫ͗ݡΔΗる。また、̡ ࿪ຽྪᡋ
ঠʳ੏作࣎のݻେ国に֚౲しない๼ք道、
੪森県、ԯೆ県にはプロρト͗な͠Ηͱい
ない。
しかし、ݻ文ݛ記ࡎ地໌のࡑݳ地ർఈ地の
ՆࢻԿとい͑घ๑は、̡ ࿩ຽྪᡋঠʳҐ֐
の文ݛに΍ఴ֋でき、ಋ文ݛでは発ݡでき
なかͮた千年村ޫึ地を発ݡする͞と͗Ն
೵である。

ਦ 1 千年村ޫึ地のプロρト(千年村 HP よりӀ༽ʁhttp://mille-
vill.org/%E5%9C%B0%E5%9B%B3%E3%81%8B%E3%82%89%E3%81%BF%

E3%81%A4%E3%81%91%E3%82%8B)



第 2 章 本報告書の目的 
 

2-1. 本報告書の目的 

本報告書は 2023 年 10 月 7 日から 8 日に
かけて行われた琵琶湖湖東疾走調査におい
て得られた知見および考察を報告すること
を目的としている。 
 

2-2. 調査の位置づけ 

本研究は今後の集落調査の存続のための評
価手法の開発を目的としている。千年を超
えて生産と生活が持続していると考えられ
る地域を千年村候補地とし、その持続要因
に関する調査を行う。そしてその地域が良
好な生存条件を保っていることを確認した
場合には、その地域を〈千年村〉として認
証する。〈千年村〉は日本の国土の土地利
用と景観の基層をなしてきたと考えられ、
これらの正当な評価手法が必要である。 

そのために以下の３つの段階を達成してい
く。 
 

(1)平安期文献『倭妙類聚抄』に記載さ
れた「郷」の比定地をベースとした全国の
千年村候補地のデータベースの作成および
公開 

(2)千年村候補地を「環境」「地域経営」
「交通」「集落構造」の視点から調査し、
それらの関係性および持続要因を解明 

(3)各地域の存続に関する普遍的要因と
歴史歴要因を元にした〈千年村〉の認証基
準と存続手法の開発 

 
上記の実現のためには、より多くの千年村
候補地を網羅的に調査することが必要であ
り、本報告書で報告する琵琶湖湖東疾走調
査はそのひとつとして位置づけられる。 

 



ਦ 2 2023 年度琵琶湖湖東疾走調査֚౲集落



第 3 章 2023 年度琵琶湖湖東疾走調査 各村の報告 
 
第 3 章では 2023 年度琵琶湖湖東疾走調査において 
悉皆的に調査を行った 10 村の概略を以下の 5 つの視点から示す。 
 
1) 文献・地図等の情報から得られる客観的情報 
2) 実見によって得られた客観的情報(環境・地域経営・交通・集落構造等) 
3) 考察 
4) 集落を象徴する風景と名前 
5) 断面ダイアグラム 
 

01  犬上郡尼子郷(いぬかみぐんあまごごう) 

02  愛知郡蚊野郷(えちぐんかのごう) 

03  愛知郡八木郷(えちぐんやぎごう) 

04  愛知郡大国郷(えちぐんおおくにごう) 

05  蒲生郡篠笥郷(がもうぐんささけごう) 

06  蒲生郡安吉郷(がもうぐんあきごう) 

07  犬上郡神戸郷(いぬかみぐんかんべのごう) 

08  犬上郡青根郷(いぬかみぐんあおねごう) 

09(1) 石塔寺・綺田町(いしとうじ・かばたちょう) 

09(2) 石塔寺・綺田町(いしとうじ・かばたちょう) 

10(1) 日野町大字小野(ひのちょうおおあざこの) 

10(2) 日野町大字小野(ひのちょうおおあざこの) 
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1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報
犬上郡尼子郷は、現在の甲良町大字尼子、在士、北
落、池寺、金屋、正楽寺に比定されている。
　土地条件図によると、東側の山から西側の琵琶湖
に向かって犬上川が流れており、南岸には広大な沖
積扇状地が形成されている。多くの集落が旧河道沿
いに並んでいる。
　扇状地帯の中央部で、井水に乏しく灌漑用水の確
保に苦しんだ地域で、水源の争いが続出していた。
尼子氏の発祥地として有名であり、多数の遺跡が存
在している。（『角川日本地名大辞典』より）
2）実見によって得られた客観的情報
　扇状地の扇頂から扇端への順序で、正楽寺、金屋、
尼子を重点的に調査を行った。
・環境
　正楽寺：勝楽寺の近くに位置する西蓮溜は、犬上
ダムとつながる溜池群の一部である。溜池の水は、集
落内の溝を通じて分配され、水田や畑の灌漑に利用
されている。
　金屋：過去十数年前に整備された三川分水公園が
ある。犬上川の分水点は、さらに上流部に位置するこ
とが判断された。
　中央地域（北落、横関、在士）：横関から古川の流れ
が在士を経由して尼子に流入していることが明らか
になった。
　尼子：建築密度は他の地域よりも高い。主要道路
沿いには重要な水路が流れており、その支流は分水
装置を介して建物の間や小道に流れ込み、池と共に
水のネットワークが形成されている。
　畑では、お米や枝豆などが主要な作物として栽培
されている。
・集落構造
　全体的には、金屋・在士・尼子などの集落が水路沿 
いに順番に位置している。集落は畑や水田に囲まれ 
ており、外縁には神社がある。
・社会文化
集落の間の交流は訪問する程度にとどまる。それ 

ぞれの集落の中、コミュニティ活動や神社を中心に 
祭りが行われる。その中で、金屋のヤッサや正楽寺の
若い衆などの文化が特徴的である。  また、宗族関係
については、正楽寺地域にある勝楽寺の佐々木道誉
が尼子氏の本家であると考えられている。尼子氏の
発祥地である土塁公園には、遺跡が残っている。

図1　比定の大字領域（筆者加筆）GoogleMapより

図2　土地条件図（筆者加筆）国土地理院より

図3　旧版地形図（筆者加筆）今昔マップより

図4　犬上郡第18区金屋村絵図　犬上郡各村絵図より

01　犬上郡尼子郷／甲良町大字尼子・在士・北落・池寺・金屋・正楽寺 担当：張心璇（東京大学）

いぬかみぐん　　あまごごう　　　  　   こうらちょう　 おおあざ　あまご　　　   ざいじ              きたおち           いけでら              かなや                 しょうらくじ
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図3　旧版地形図（筆者加筆）今昔マップより
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図5　尼子　分水路（酒田撮影）

図6　尼子　水道で設置した踏板（羽賀撮影）

図8　断面ダイアグラム

3）集落を象徴する風景と名前
「水流の郷」
集落全体として、川や水路沿いに人の暮らすエリア
が広がっていることが最大の特徴であると言える。
　田畑の作業のための農業用水としてだけでなく生
活用水としても利用されている形跡が今でも残って
おり、それは下流に行くほど水との距離の近さを感じ
た。それぞれの家を通るように水路が複雑に分水し
て尼子の家々の間を通っており、家の敷地内を通っ
ている水路も多い。（図５）家の出入り口に近い場所
に、水路に向かう階段があり、かつては食材を洗った
り洗濯をしたりされたような跡があった。また、水路に
ベンチのようなものがあり、そこに足をかけて憩いの
場として機能していたような痕跡もあり（図6）、非常
に水に近い生活をしていたことが分かった。（図7）
4）考察
　下流に行くほど川が分水されて一人一人の生活を
潤していた様子が感じ取れたが、上流ではまだ流れ
も早く雨が降った際増水の危険があったためか、水と
はある程度距離を保っていたように感じた。
　そして村同士の水を巡った争いは生まれ、時には
上流で水を止めて下流への供給を止めることもあっ
たようで（村人インタビュー）、上流にすむ家が権力を
持っていたと考える。また、権力のある家が、寺や神
社などを建て、信仰を使って集落全体への権力をよ
り強固にしていたようで、水に関する上下関係が生じ
た。下流の人々は各家に分水して支え合って生きて
いるのに対して、上流では分水せず権力を持ってい
るものが独占していたように感じた。
5）断面ダイアグラム （図８参照）

参考文献 
竹中理三他編『角川日本地名大辞典』角川書店、1994年
犬上郡第18区金屋村絵図　犬上郡各村絵図より

図7　尼子　集落の中にある水路（石川先生撮影）
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1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報
　愛知郡蚊野郷は現在の愛荘町蚊野・蚊野外・上蚊

野に比定されている。

　宇曽川の流域に位置し、扇状地上である。蚊野の

集落は扇状地の端部にできている事がわかる。航空

写真と今昔マップを比較すると、今も昔も集落の周り

には水田が広がっており、稲作が営まれてきたことが

わかる。水田は広葉樹で区切られていた。

　宇曽川沿いには針葉樹林が広がっていたが、現在

は工場地帯となっている。金剛寺野古墳群等、遺跡

が複数発見されている。

2）実見によって得られた客観的情報
今昔マップによって集落が確認できた蚊野と上蚊

野を実見した。この二つの地域について報告する。

・環境

郷内では水路が多く見られ、どこも豊かに水が流

れており、水資源に恵まれていることが見てとれた。

集落の周りには水田が広がっていた。集落間の高低

差は感じられなかったが、蚊野でのヒアリングにより、

1959年の伊勢湾台風で宇曽川が氾濫した際、軽野

の集落から蚊野外に被害が広がったが、蚊野の集落

には被害が及ばなかった事がわかった。

・地域経営

　〈蚊野〉稲作で発展した。集落の中心にメインストリ

ートがあり、昔はえびす講が行われ、他の集落からも

人が集まった。

・集落構造

　ヒアリングにより集落内では同じ名字を持つ家が

多数あることがわかった。〈上蚊野〉同じ家紋をつけ

た家が多数見られ、ヒアリングで同じ血を引く親戚が

集落内に多く住んでいることがわかった。〈蚊野〉家を

建てる時など、集落内で協力して行っていたというお

話を伺った。ヒアリングによると、集落間では水利を

巡った上下関係も存在した。宇曽川は上流から松尾、

上蚊野、蚊野、軽野の順で流れているが、水利権は松

尾、蚊野、上蚊野の順で存在した。また蚊野は松尾か

ら水を盗っても良く、上蚊野は川から水をとって良い

という決まりがあったそうだが、上蚊野と蚊野間での

水の取り合いがあったという。

図1　比定の大字領域（Google map より）

図３　今昔マップ（「今昔マップ on the web」より）

『20万分の1日本シームレス地質図V2』　出典：産総研地質調査総合センターウェブサイト（https://www.gsj.jp/HomePageJP.html）
郷域・凡例（筆者加筆）

図4　蚊野のメインストリート（中村撮影）

02　愛知郡蚊野郷／滋賀県愛知郡愛荘町蚊野・蚊野外・上蚊野 担当：猪瀬真央（千葉大学）

　えちぐん　　　　かのごう　　　  　　　しがけん　     　　えちぐん　　 あいしょうちょう　   かの    　　　　　かのとの　　　　　　  かみがの

図2

金剛寺野古墳群

新生代 第四紀 
後期更新世中期～後期更新世後期
段丘堆積物

新生代 第四紀  更新世 
ジェラシアン期～前期チバニアン期 ,
非海成層

中生代 後期白亜紀 
カンパニアン期～マーストリヒチアン期 ,
デイサイト・流紋岩 貫入岩

新生代 第四紀 
後期更新世後期～完新世 ,
扇状地・崖錐堆積物

蚊野

上蚊野

蚊野

蚊野外

金剛寺野古墳群
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3）考察
宇曽川の豊富な水資源を利用して稲作で栄えた。

特に蚊野の集落では水害からも逃れられている。も

ともと「蚊の野原」と呼ばれるほど鬱蒼としていた上

蚊野の針葉樹林が売られて、現在は工場地帯になっ

ている。このように宇曽川を活かして発展してきた地

域であることがわかった。

　また、集落内での繋がりも感じられた。お話を伺っ

た上蚊野の集落、蚊野の集落のどちらもで同じ名字

の方が多く住んでおり、上蚊野では同じ家紋をつけ

た家が多数見られ、蚊野では集落の方達が協力して

お家を建てている様子の写真を見せていただいた。

集落内では血のつながりを大切にしている様子だっ

た。集落間では水利権を巡る上下関係があったとい

うお話を伺った。

　これらのことから愛知郡蚊野郷では宇曽川と共存

した、集落間というより集落ごとの繋がりが見られる

暮らしがなされていることがわかった。

4）集落を象徴する風景と名前
『川を取り合う水田帯』

　宇曽川に関する水利の話が印象的だったことと、

現在は農業を辞め、自分たちで食べる分のみを育て

ているお家が多かったのに対し、郷内を広がる水田

の風景が印象的だったため。

5）断面ダイアグラム
（図版参照）v

図5　蚊野のお宅で見せていただいた写真（筆者撮影）

図6　水利を表す図（筆者作成）

図7　集落の周囲に広がる水田の風景（中村撮影）

図8　断面ダイアグラム（右図：Google Mapより　左図：片岡作成）図8　断面ダイアグラム（右図：Google Mapより　左図：片岡作成）

水利権の順番

　①松尾　
②蚊野
　③上蚊野

①松尾

③上蚊野

②蚊野

軽野（水を受ける村） 宇曽川

②蚊野は松尾から水を盗る事ができる。

水の取り合い

③上蚊野は川の水をとる事ができる。

溜池

A

A
A’

A

A’
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1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報
愛知郡八木郷は現在の愛知郡愛荘町下八木・北八

木に比定されている(図1)。土地条件図から、宇曽（う

そ）川流域の扇状地が形成する緩やかな斜面地に位

置することが確認できる(図2、3)。条里制の整形的な

水田区画の中に、集落が点在している。北八木集落

南部の宮後には郷社である八木神社が存在する。

　かつて農業に適していなかった扇状地を、渡来系

氏族が高度な土木・灌漑技術を用いて開発した。北

東に隣接する蚊野郷に居住した秦氏は新羅系の氏

族であったが、八木郷の戸主の氏族は百済系であっ

た([2]pp.149-150)。

　律令制衰退後には寺院系の荘園領地が散在し、室

町、桃山時代にかけては数々の土豪や戦国大名の支

配を受けた。江戸時代には彦根藩の所領となった。

明治22年の町村制施行により周囲の12村と共に八

木荘村となった(蚊野外、香之庄、元持、沖、宮後、北

八木、下八木、島川、長塚、栗田、野々目、南野々目、

矢守)。([1]pp.749-759)下八木村は堤康次郎(西武グ

ループ創業者)の出身地であり、生家が現存する。

2）実見によって得られた客観的情報
　北八木、下八木集落全体と、八木神社を実見した。

・環境

　宅地は周囲の水田よりも高く、石垣で造成されて

いた。石垣下部は道路に埋まっており、現在の道路を

建設する際に盛土が行われたと考えられる(図5)。

・集落構造

　両集落とも、内部に水路が網の目のように通って

いた。これらはかつての生活用水であったと推測され

る(図6)。下八木集落の外周部は比較的大きな水路

が通っており、環濠のようにも見受けられた(図7)。

・共同体

　各集落の中央部に浄土真宗の寺院が存在し、住民

はこれらの寺院の壇家であると推測される。

　郷社である八木神社の寄付看板を確認した。宮後

、下八木、北八木の住民のみならず、宇曽川より南部

の沖、香之庄、栗田、島川、元持からの個人寄付も多

数記載されていた。また近隣大字の上蚊野、長塚や、

他市町村、県外を含む遠方からの寄付も存在した。

図1　比定の大字領域

図2　土地条件図(国土地理院より)

図3　標高メッシュデータ(国土地理院より)

図4　旧版地図(1893年)

03　愛知郡八木郷/滋賀県愛知郡愛荘町下八木・北八木 担当：戸田剣（早稲田大学）

  えちぐん　    　　　やぎごう 　      　　しが    　　　  　えち   　  　　  あいしょう         　　   しもやぎ           　　 　 きたやぎ

蓮生寺

八木神社

0 100 500N

宝琳寺

北八木下八木

・寺社リスト
1　八木神社(郷社)
祭神: 天児屋根命(春日神)
創立年: 671年？
氏子数: 530

2　宝琳寺
宗派: 真宗本願寺派
開基年: 1710年頃
信徒数:  21

3　蓮生寺
宗派: 真宗本願寺派
開基年: 1570年
信徒数:  36

(参考文献[1]pp.790-793)

盛土地・埋立地

扇状地

河川・水涯線および水面
高い盛土地

高水敷・低水敷・浜

N

N
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3）集落を象徴とする風景と名前
　――「湖東平野集落の原型」
　下八木、北八木集落は、琵琶湖の湖上交通や中山

道の街道交通と直接繋がっていない。そのため、中・

近世の商品経済の発展の影響が比較的少なく、集落

規模が小規模に留まったと考えられる。このことから

二つの集落は、湖東平野における他集落との比較考

察を行う際に、一つの基準となりうる「原型」的な集

落ではないかと考えられる。

　図5~7及び図9に示した通り、集落中央部に寺院

が存在し、その周囲を住宅と水路が取り囲む。集落の

境界部には神社が配置される。境界部にも水路が設

けられ、環濠のように囲われていた可能性もある。こ

うした小規模で完結的な集落構造が、交通や商品経

済と結びつくと、同様の構造を保ったまま大規模化す

ると考えられる(大国郷の集落が好例である)。

4)考察――八木郷の郷域推定
　彦根藩の寺社の台帳である『彦根藩三筋社堂帳』

(1760)に、江戸中期の八木神社の氏子圏が記載さ

れている。八木神社(当時は春日大明神社)は10ヵ村

の連名で社堂張に登録された(下八木、北八木、島川

、野々目、栗田、沖、蚊野外、香之庄、元持)(図8参照)

([3]pp.376-379)。

　2)で述べた、寄付看板に記載のある現代の氏子の

居住地の多くは、上述の村と重なっている(蚊野外の

み記載を確認できず)。八木神社は八木郷の郷社で

あり、氏子圏に律令時代の八木郷の範囲が反映され

ている可能性が高いため、かつての郷域推定の一助

になると考えられる。またこの氏子圏は10大字に跨

るものであり、単一大字スケールを超えた規模の村

落のまとまりが見られる点でも特徴的である。

5)参考文献
[1]『滋賀県市町村沿革史 第三巻』、滋賀県市町村沿革史編さん委員会編、1967年
[2]『秦荘の歴史　第一巻　古代・中世』、秦荘町史編集委員会、2004年
[3]『秦荘の歴史　第二巻　近世』、秦荘町史編集委員会、2005年

図5　北八木集落の北端 (著者撮影)

図6　北八木集落内部の水路 (著者撮影)

図7　下八木集落の北端。左は集落境界の水路。右は農業
用水。祠堂の裏で右から左に分流している。(著者撮影)

図9　断面ダイアグラム(作図: 梁)

図8　江戸期の八木神社の氏子圏
([3]p.377より)
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1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報
●東円堂

大きく標高の変わらないエリアで、境界のはっきりし

た塊村である。圃場整備された田畑と、密度が高く配

置された建築群が特徴であり、ムラ内には自動車が

一台通れるくらいの幅の細く曲がった道が網目状に

張り巡らされている。東側を流れる宇曽川と北側を

流れる幹線道路(湖東彦根線)が象徴的である。

●豊満

東円堂と同様に大きく標高の変わらないエリアであ

り、西側・南側に新しい分譲住宅群が付随している。

豊満神社註と参道が東側にあり、参道を中心に家屋

群が配置されていることからこちらがかつての豊満

集落の中心であった可能性がある。65番目の中山道

宿場町にあたる愛知川宿が北側にある。
註：豊満神社
創祀年代：不明。(1378年の棟札が残る。)
主祭神：大国主命、足仲彦命（仲哀天皇）、息長足姫命（神功皇后）、譽田別命
縁結びの神社として知られ、「豊満」という名前から美人祈願の女性が訪れるこ
ともある。
「旧縣社 旗神『豊満神社』公式サイト(https://toyomitu.jimdofree.com)」より引
用(2023/12/25最終閲覧)

2）実見によって得られた客観的情報
●東円堂

・集落構造

中心には信光寺や、東円堂に以前あったとされる中

世の城跡の石碑がありそれらが核としての機能を持

ち展開された集落であると考えられる。家々も古く立

派なものが多かった。家の正面は接道する場所に対

して直交していたり平行であったり場所によってまち

まちであったため、計画的な展開性があったようには

思えない。

・共同体

南端部のお堂には屋根がかけられ、その屋根も何回

も修復した痕が残っていたりと、集落を持続する活気

が感じられる。

●豊満

・集落構造

豊満神社の参道を中心に道が左右に分岐し、家屋が

接道する。分岐する道は自動車一台が通るくらいの

細道か、それより細い道もある。参道には多くの神社

や寺が付随している。南端と北端にはそれぞれ鳥居

と本殿があり、目の前に東西を横切る幹線道路があ

る。

図1　比定の大字領域(QGISより筆者作成)

図2　土地条件図(QGISより筆者作成)

図3　明治26年測図(今昔マップ ・QGISより筆者作成)

04　愛知郡大国郷／滋賀県愛知郡愛荘町東円堂・豊満 担当：碓井颯（早稲田大学）

あいちぐん　　      おおくにごう　　　  　   しがけん　           あいちぐん　   あいしょうちょう       とうえんどう                    とよみつ

●信光寺

●豊満神社

●信光寺

●豊満神社

●信光寺

●お堂

●お堂

●お堂

●豊満神社

中山道愛知川宿

中山道愛知川宿

中山道愛知川宿

図4　集落の中心となる参道(20231007:碓井颯撮影)

a

a ’

a

a ’

a

a ’

東円堂

豊満

東円堂

豊満

東円堂

豊満

更新世段丘
自然堤防

埋立地
高水敷・低水敷・浜
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3）考察
豊満神社の境内から道が東西に細かく分岐し家屋

郡が立ち並ぶフィッシュボーン型の集落が維持され

ているのは、集落を南北につなぐ強い軸が参道以外

に出現しなかったことが強い原因であると考えてい

る。東西方向に車の通りが多い2本の道路がある(図

7:黄色線参照)。参詣道はその2本を直交する線であ

る。参詣道は幅が広く日常的な動線として活用され

たので、他に南北方向の道は敷かれず、集落形態が

維持されたのではないかと考えられる。

神主曰く豊満神社は春日大社系であり、敷地内には

多くの鹿をモチーフにした灯籠(鹿灯籠)がある。私た

ちはこの鹿灯籠が集落の家屋にも多く建てられてい

ることを調査内で発見した(図7:赤丸参照)。

豊満が古い集落形態のかたちを保ち続けたことは信

仰の共同体をも保ち続けることに繋がり、集落内の

家屋のほとんどの家で今でも豊満神社の氏子の証で

ある、「鹿灯籠」を見かけられるという目に見えるかた

ちとして現れたのではないかと思う。

4）集落を象徴する風景と名前
考察を踏まえ、「信仰のかたちが残るムラ」とした。

5）断面ダイアグラム(豊満集落)
図8参照。

図5　豊満神社本殿(20231007:碓井颯撮影)

図6　豊満集落内でよく見られる鹿灯籠(20231007:中村文音撮影)

図8　aa’断面ダイアグラム(碓井作成・キープランは図1~3を参照)

鹿の彫刻

図8参照。

図7　鹿灯籠の分布を記した豊満集落平面図(碓井作成)
赤丸：鹿灯籠、緑線：行程。東側が最も灯籠が密に見られ、南側は疎。

100(m)
N

0
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図1　比定の大字領域

図1　比定の大字領域

図3　集落から見える常楽寺城跡（小林撮影）

05　蒲生郡篠笥郷／滋賀県近江八幡市安土町 担当：小林聖也（千葉大学）　　
安永楓哉（慶応義塾大学）

がもうぐんささけのごう       　しがけんおうみはちまんしあずちちょう 

湖側の住宅街

大中の湖跡

西ノ湖

安土城跡

沙沙貴神社

図3 大中の湖 埋め立て前後の比較

1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報
 蒲生群篠笥郷は近江八幡市安土町常楽寺に比定さ

れている。安土町は古代では沙沙貴山君一族が支配

し、瓢箪山古墳はその墳墓として滋賀県内で最大の

大きさである。中世に入ると近江源氏佐々木氏の本

拠地隣観音寺城を中心に政治が行われ、周囲には

沙沙貴神社や観音正寺など佐々木氏縁の社寺が点在

している。

2）実見によって得られた客観的情報
 西の湖南東の下豊浦を重点的に実見し、続いて常

楽寺、小中を実見した。

・環境

 この郷では人口地形として農耕平坦化地がみられ

多くが農耕用地として用いられている。

・地域経営

 西の湖で陸ヨシの生産が行われている。現存するヨ

シ事業者の竹田氏によると、以前は5事業者で活発

に生産されていたが、現在は１事業者となっている。

簾のような安価大量生産の

ためのヨシではなく、住宅の

インテリアや工芸品として付

加価値がつけられたものを

生産していた。西の湖では、

埋め立てによって利便性の高

まった土地には美観を生かし

た宅地開発がされていた。

「レイクビュー」が取れる住宅

には高級車が止まるなどし、

不動産価値の上昇が伺えた。

・交通

 常楽寺は西の湖から水路がひかれており、これを利

用して京都・大阪まで船搬するなど、貿易の中継地

として利用されていた。現在では水路の水量や速さ

を調整しながら、作物を洗ったりするなど生活用水と

しても利用されていることが実見できた。

・集落構造

 安土町常楽寺の1番地は佐々木神社が位置する中

屋集落にあり、常楽寺という大字は西の湖の南端ま

で広がっている。神社を起点として集落が形成され

たことが考えられる。また、中屋集落はその他集落と

は分離しており、信仰とまちの中心地が地理的に分

離していることもこの地域の特徴である。

 西の湖周辺は安土城下で武家屋敷が広がっていた

ことから、直線の道に沿うように集落が形成されてい

た。しかし、沙沙貴神社が立地する常楽寺 1丁目周

辺では、八幡神社や天満宮を囲み、微高地ながらも

等高線に沿って集落が形成されていた。また、この周

辺では岩や木などを信仰しており、沙沙貴神社の敷

地に対して角度を振った門と参道は特徴的な配置で

あり「竜石山」を向いていた。

3）考察
・琵琶湖につながる水路によって、外部とのやりとり

が安易であった。特に、淀川に通じていることで、京

都・大阪へも水運で通じていた。

・物の輸入が便利なために、安土城の城下町として

要所となり、輸出が便利なために良質なヨシを高単

価で生産し、京文化に寄与していた。

・南に位置する神社が大字の一番地であり、そこから

派生した集落であると考えられる。神社は山のそば

に位置し、その信仰を表している。

4）集落を象徴する風景と名前
水によって発展し、分離した集落

5）参考・引用
Google Earth 1985/2022

国土地理院 地理院地図

誠文堂新光社 - 日本地理風俗大系

図1　比定の大字領域

湖側の住宅街

安土城跡

沙沙貴神社
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1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報
 蒲生群篠笥郷は近江八幡市安土町常楽寺に比定さ

れている。安土町は古代では沙沙貴山君一族が支配

し、瓢箪山古墳はその墳墓として滋賀県内で最大の

大きさである。中世に入ると近江源氏佐々木氏の本

拠地隣観音寺城を中心に政治が行われ、周囲には

沙沙貴神社や観音正寺など佐々木氏縁の社寺が点在

している。

2）実見によって得られた客観的情報
 西の湖南東の下豊浦を重点的に実見し、続いて常

楽寺、小中を実見した。

・環境

 この郷では人口地形として農耕平坦化地がみられ

多くが農耕用地として用いられている。

・地域経営

 西の湖で陸ヨシの生産が行われている。現存するヨ

シ事業者の竹田氏によると、以前は5事業者で活発

に生産されていたが、現在は１事業者となっている。

簾のような安価大量生産の

ためのヨシではなく、住宅の

インテリアや工芸品として付

加価値がつけられたものを

生産していた。西の湖では、

埋め立てによって利便性の高

まった土地には美観を生かし

た宅地開発がされていた。

「レイクビュー」が取れる住宅

には高級車が止まるなどし、

不動産価値の上昇が伺えた。

・交通

 常楽寺は西の湖から水路がひかれており、これを利

用して京都・大阪まで船搬するなど、貿易の中継地

として利用されていた。現在では水路の水量や速さ

を調整しながら、作物を洗ったりするなど生活用水と

しても利用されていることが実見できた。

・集落構造

 安土町常楽寺の1番地は佐々木神社が位置する中

屋集落にあり、常楽寺という大字は西の湖の南端ま

で広がっている。神社を起点として集落が形成され

たことが考えられる。また、中屋集落はその他集落と

は分離しており、信仰とまちの中心地が地理的に分

離していることもこの地域の特徴である。

 西の湖周辺は安土城下で武家屋敷が広がっていた

ことから、直線の道に沿うように集落が形成されてい

た。しかし、沙沙貴神社が立地する常楽寺 1丁目周

辺では、八幡神社や天満宮を囲み、微高地ながらも

等高線に沿って集落が形成されていた。また、この周

辺では岩や木などを信仰しており、沙沙貴神社の敷

地に対して角度を振った門と参道は特徴的な配置で

あり「竜石山」を向いていた。

3）考察
・琵琶湖につながる水路によって、外部とのやりとり

が安易であった。特に、淀川に通じていることで、京

都・大阪へも水運で通じていた。

・物の輸入が便利なために、安土城の城下町として

要所となり、輸出が便利なために良質なヨシを高単

価で生産し、京文化に寄与していた。

・南に位置する神社が大字の一番地であり、そこから

派生した集落であると考えられる。神社は山のそば

に位置し、その信仰を表している。

4）集落を象徴する風景と名前
水によって発展し、分離した集落

5）参考・引用
Google Earth 1985/2022

国土地理院 地理院地図

誠文堂新光社 - 日本地理風俗大系

図5　沙沙貴神社（安永撮影）

図7　物流の中継地点である水路（小林撮影）

図8　断面ダイアグラム（安永作成）

図4　地域経営の柱であるヨシ（小林撮影）
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1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報
苗村神社
→くわしい創祀は不詳であるが、社伝によれば垂仁
天皇の時代に祖霊信仰により始まった神社とされる
。東西に分かれてそれぞれ本殿がある。
・東苗村古墳群
→東苗村古墳群は６世紀後期に築造されたと推定
されるもので、８基の円墳が確認されている。
・土地利用
→綾戸遺跡があるがこれは竜王町が拠点集落であ
ったことが考えられる。日野川左岸中央流域の沃野
を望む位置にあり、野洲川方面へ抜けるルートを押
さえる要地に立地している。
2）実見によって得られた客観的情報
綾戸と倉橋市部を中心に実見した。
・環境
　綾戸：居住域を中心として、脇には寺社仏閣があ

り、微高地になっている。外部へ通じている道へは集

落を領域として守るように石碑が置かれている。さら

にその外部には田や畑が広がっている。これらは条

里制によって定められた区画割だと考えられる。竜

王町のその他の集落も微高地にできている。

　倉橋市部：里山と河川の周辺にある水田との間に

位置している。新しい家屋は古い家屋に対して海抜

が低い場所に建っているものが見られた。「いにしえ

の　天智の御代の遊猟しのぶ　端午の祭　流鏑馬

の里」*1とこの地を舞台にした詩が詠まれている。

・集落構造

　集落周辺の水田への宅地分散化を防ぐために古

くからある住居の敷地が細分化されて新しい家屋が

立っている。そのため、居住域はまとまっており、その

輪郭は古くからの水路とおおむね一致している。居

住空間と寺社仏閣は聖域として捉えられ、墓地は聖

域外に位置している。

・地域経営

　安吉神社の５/５に開催される弓の行事では以前

は８頭の神馬が集まり、郷内各町から的を持ち寄っ

た。*2特に日野川を挟んで両岸にある安吉神社と苗
村神社は兄弟関係である。
〈参考資料〉
*1　安吉神社境内看板(10/08/2023調査時)　
*2　滋賀県神社庁HP　安吉神社　

図1　大字領域(秋山加筆)google mapより

図2　旧河川と現在の空撮(筆者加筆)国土地理院地図より

図3  倉橋部集落(筆者加筆)国土地理院地図より　

図4　綾戸集落外周に置かれる石碑(筆者撮影)

06 蒲生郡安吉郷 / 蒲生郡竜王町、近江八幡市倉橋市部・上畑・東川
担当：秋山　天(千葉大学)
　　　茂木　真琴(慶應大学)
             山本　莉香 (東京都市大学)

がもうぐん　 　   あきごう　　　             がもうぐん　   りゅうおうちょう　　   　   　おうみはちまんし
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3）考察
　綾戸：
自然堤防の上には住居と神社があることが土地利
用図をみるとわかる。この微高地を中心に600ｍ四
方が聖域として捉えられていた。居住域の周辺には
水路がめぐらされており、その水路と住居の間には
余剰地がある。耕地整理によって河川や水路が整理
したことが考えられるのでかつての流路を地図上で
確認すると旧流路に従って墓地や集落が点在してい
ることが確認できた。
　墓地は田んぼの中に唐突に表れているが、1970
年代まで地図をさかのぼると墓地の横にはかつて
小川が流れ、その影響でできた小さな微高地に墓地
も存在していることが分かる。

倉橋市部：

里山の際をそって家屋が並んでいる。かつてからあ

ると考えられる居住域は目の前に広がる田畑に比べ

土地があがっている。しかし比較的近年できたよう

に見える家屋は一部水田のなかにも見られる。日野

川の人工堤防が強固に整備されたことなどから、海

抜が低い位置にも居住可能になったことが考えられ

る。

4）集落を象徴する風景と名前
〈綾戸馬場〉

　神社の前に馬の銅像や馬場が見られた。実際、規

模は縮小しつつも現在でもやぶさめが行われている

そう。馬場に続いている鳥居も通常に比べ比率が横

長である。

5）断面ダイアグラム
（図版参照）

図5　旧流路沿いに位置する墓地(筆者撮影)

図6　馬場に続く横長比率の鳥居(筆者撮影)

図7　苗村神社前の馬場(山本撮影)

図8　断面ダイアグラム
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1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報
平安期に見える郷名。「和名抄」近江国犬上郡十一

郷の１つ。ただし，高山寺本にはない。比定地につい

ては諸説あるが，旧久徳（きゆうとく）村栗栖（くるす）

は多賀神社の御供所であることから，栗栖を中核と

した地域とする「地名辞書」の説が妥当とされている

。（『角川日本地名大辞典』より）

　明治22～現在の大字名。はじめ多賀村，昭和16年

からは多賀町の大字。村（のち町）役場・小学校等，多

賀町の行政・教育機関などの集まる中心地。田可（和

名抄）・田鹿（平遺164）とも書く。地内に式内大社多

賀神社が鎮座する。祭神は伊邪那岐・伊邪那美両神

。（『角川日本地名大辞典』より）

2）実見によって得られた客観的情報
・環境
鈴鹿山地の麓、琵琶湖に流入する芹川沿いに位置

する。

・地域経営
昔は稲作を行ってきたが、現在は営農が介入し、

そばの実やシャインマスカットの栽培

　　そばは稲に比べてどこでも育つ。

米がとれない

　　土壌が悪い(酸性)。

　　普通の農家より農具も家も小さい。

里芋の栽培

　　山のふもとのため獣害対策が念入り、畑の囲い

　→自然と人間がはっきり分けられるようになって

いる。

　畑は借りてる人もいる。

・交通
　各家庭、車を所持している。

・集落構造
総人口25世帯ぐらい

　集落の北側の民家は、山に対して横長の平面配置

(南向き)で整列している。家屋の横に小さな倉庫が

ある(農機具倉庫)。

　一方で集落の南側の民家は、無秩序。特に規則性

は見られない。

図1　比定の大字領域

図2　来栖集落主要部

図3　土地条件図

図4　蕎麦の実畑(神田撮影)

07　犬上郡神戸郷／滋賀県多賀町栗栖 担当：口石直道（早稲田大学）
いぬかみぐん　 かんべのごう　　　             しがけん　           たがちょう　　   くるす

・地域経営
昔は稲作を行ってきたが、現在は営農が介入し、

そばの実やシャインマスカットの栽培

　　そばは稲に比べてどこでも育つ。

米がとれない

　　土壌が悪い(酸性)。

　　普通の農家より農具も家も小さい。

里芋の栽培

　　山のふもとのため獣害対策が念入り、畑の囲い

　→自然と人間がはっきり分けられるようになって

いる。

　畑は借りてる人もいる。

・交通
　各家庭、車を所持している。

・集落構造
総人口25世帯ぐらい

図2　来栖集落主要部
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図4　蕎麦の実畑(神田撮影)
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　　山のふもとのため獣害対策が念入り、畑の囲い

　→自然と人間がはっきり分けられるようになって

いる。

　畑は借りてる人もいる。

・交通
　各家庭、車を所持している。

・集落構造
総人口25世帯ぐらい

図3　土地条件図
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多賀大社の御神木拝殿の正面
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古例大祭について
毎年4月22日(平日・土日祝日関係なく)に開催され

る、鎌倉時代から続くとされる祭。多賀大社から調宮(

ととのみや)神社の間で、神輿や馬が往来する。

3）考察
集落の持続要因として、調宮神社の存在が大きい

と考える。毎年4月22日に行われる古例大祭では行

列が多賀大社から調宮神社まで渡ってくる。古例大

祭は多賀大社の行事の中でも最も重要とされる行事

。多賀大社にとって調宮神社の状態保全はもちろん、

調宮神社がある栗栖は残る必要があったと考えられ

る。集落の規模に対して調宮神社の前の橋が荘厳だ

ったことも集落の人のためではなく、祭事を重要視し

た上での荘厳さであると考えられる。多賀大社の御

供所である栗栖は、鎌倉時代から続く祭事が地域を

持続させる根幹の要素であったのではないか。調宮

神社の拝殿が多賀大社の御神木の方位を向いてい

ると仮説を立てていたが実際は異なった。(図2参照)

4）集落を象徴する風景と名前
「際の集落」

　栗栖から先は廃村がほとんどである。最も山に近

い集落で今も残っているのが栗栖であるという点か

ら名前を付けた。道路が分かれるところにあった看

板も人が住み得る際の集落であることを意識させら

れる。例えばキャンプ場の「たき火研究所」は廃村に

作られたものだそう。廃村の存在を認識させつつ、看

板を置けるギリギリの集落であることを感じさせる。

5）断面ダイアグラム

図5　獣害対策の檻(口石撮影)

図6　調宮神社鳥居(池尾撮影)と神社前の橋(口石撮影)

図7　集落内看板(萩原撮影)

図8　断面ダイアグラム
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5）断面ダイアグラム
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図6　調宮神社鳥居(池尾撮影)と神社前の橋(口石撮影)
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る。集落の規模に対して調宮神社の前の橋が荘厳だ

ったことも集落の人のためではなく、祭事を重要視し

た上での荘厳さであると考えられる。多賀大社の御

供所である栗栖は、鎌倉時代から続く祭事が地域を

図5　獣害対策の檻(口石撮影)
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1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報
　犬上郡青根郷は現在の彦根市八坂、大藪、長曽根

、中藪、松原あたりとされている。

　琵琶湖に面して集落が並び、陸側の沼沢地跡は都

市化されている。八坂地区は沖合に多景島を有し、

内湖跡では丸木船が発掘されており、古くから舟運

や漁労が行われてきた地域である(図3)。1622年の

彦根城の建設により一部が城下町に組み込まれ、そ

の後は沼沢地の埋め立てによる水田化や宅地化が

進んでいる。

2）実見によって得られた客観的情報
　地図から集落の規模や構成が特徴的だと判断し

た八坂、大藪を中心に見て回った。

・環境

　琵琶湖と氾濫平野に挟まれた砂州上の微高地に

古くからの集落は立地し、周囲は水路や河川に囲ま

れていた(図4)。大藪の水路には過去に田舟が通って

いたそうだが、現在は埋め立てられている。

・建築

　両地域で舟板が外壁として用いられており、漁業

が盛んな地域であり、木造船の古材が昔から再利用

されていたことがわかる。

　他の地域と比較して茅葺屋根を見かける機会が

少なかった。昔ながらの住宅は瓦屋根のものがほと

んどで、密集して建っていた。

　寺と蔵は積まれた石の上に、地面から 80-100cm 

ほど高い場所に建てられていた。石は均等の大きさ

に切り出されたものが見られた。

・交通

　集落内の多くの道路は車が通れないほど道幅が

狭い。車両が入れないため、集落内の家屋には駐車

場がついておらず、旧道沿いや集落外周部に共同駐

車場が見られた。

・集落構造

　八坂は1960年ごろ、大藪は1990年代に湖岸道路

が通った。八坂の湖岸道路沿いには未利用地が多く

見られ、大薮の湖岸道路沿いにはコンテナやアパー

トが見られた。母屋は水辺から離れた高い場所に立

地し、ところどころに菜園があった。

図1　比定の大字領域(奥村加筆)GoogleMapより

図3　1893年地形図と明治期の低湿地(三宅加筆)国土地理
　　   院より

図2　1954年地形図と土地条件図(奥村加筆)国土地理院より 

図4　近江国犬上郡百二十八ヶ村之内耕地絵図大薮村(滋賀  
　　  県立図書館　近江デジタル歴史街道より)

08　犬上郡青根郷／彦根市八坂・大藪・長曽根・中藪・松原 担当：三宅佳穂（慶應義塾大学）

いぬかみぐん　　あおねごう　　　  　　　ひこねし　      はっさか　　  　 おおやぶ　　　   　ながそね　　　   　   なかやぶ　　　   まつばら

八坂

大藪

長曽根
・
中藪

松原

松原内湖

※水路に囲まれた集落
に船着場

犬上川

芹川

砂州・砂堆・砂丘

盛土地・埋立地

谷底平野・氾濫平野

自然堤防



〈千年村〉琵琶湖湖東疾走調査　20231007-08

3）考察
　琵琶湖の湖岸線や交通などの環境の変化に適応

することで、集落は継続してきたのではないかと考察

した。

　千年村候補地の各集落は、砂州上に立地する地形

的な共通点が見られる。砂州の頂部に旧道が通り、

そこから裏手の水域まで短冊状の細長い敷地が続

いている。これは、各家から水辺を利用するための地

割と考えられる。絵図や旧版地図を見ると、水辺の土

地は船着場や葭地、作業小屋となっている(図4)。各

集落は琵琶湖や内湖に囲まれた島のような立地を活

かし、周囲の水辺から収入を得ていたと考えられる。

その後、水域の減少とヨシ原の消滅、漁業や田舟利

用の衰退によって土地利用は変化したが、沼沢地の

水田化や宅地開発、使わなくなった土地の貸し出し、

太陽光パネル等により集落周囲の土地から収入を得

る空間構造が継続している。

4）集落を象徴する風景と名前
「ぽっかり村」

　スケールの異なる「ぽっかり」した土地をうまく利

用した集落である。

　集落成立時は琵琶湖にぽっかりと浮かぶ砂州上

に立地しており、近代までは水際のぽっかりした土地

を琵琶湖や内湖を利用した生業に利用していた。湖

岸道路開通後はアパートやレンタル倉庫など建物用

地や家庭菜園として利用している。ぽっかり空間の活

用方法によって集落内部の母屋で営まれる生活の様

子も少しずつ変わってくる様子も印象的だった。

参考文献
・角川日本地名大辞典編纂委員会編 1979.『角川日本地名大辞典 25 
滋賀県』角川書店．
・佐野静代 2003．琵琶湖岸内湖周辺地域における伝統的環境利用シ
ステムとその崩壊.地理学評論.76:19-43.
・布野修司 2009．条里と水利.traverse新建築学研究.10:21-38.

図5　舟板を用いた外壁(三宅撮影)

図6　集落内部にある菜園/自家用畑(三宅撮影)

図7　大藪の未利用地ぽっかり空間(三宅撮影)

図8　断面ダイアグラム図8　断面ダイアグラム

湖岸道路
コンテナ、アパート 寺 畑 新家 共同駐車場 田

過去：漁業
現在：不動産業

旧道

沼沢地跡

現在：太陽光パネル

水路

収入源
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2）実見によって得られた客観的情報

1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報

09　蒲生郡桜川村／滋賀県蒲生町石塔寺・綺田村
がもうぐん　　さくらがわむら　　　  　しが　　　がもう　　　　いしとうじ　　　　かばたむら

　蒲生郡桜川村は、明治22年～昭和30年の蒲生
群の自治体名。琵琶湖の東南で地域南部を佐久良
(さくら)川が西流する。川合・木・稲垂(いなたり
)・下小房(しもこふさ)・上子房・寺・綺田(かば
た)・石塔・平林の9か村が合併して成立。旧村名
を継承した９大字を編成。
　蒲生郡は近江国・滋賀県の群名。近江国12郡
の１つ。日野川の流域に沖積平野が開け、瓶割(
かめわり)山・八幡山・安土(あづち)山が連なり、
中部から西側に平野部が続く。日野川は野洲部で
琵琶湖に注ぐ。(『角川日本地名大辞典』より)

・環境
石塔寺の位置する山頂から、雨水は山麓にある下

馬溜という池に流れ、そして集落の間の用水路を通

りる。下馬溜にホテイアオイが生息しているため、農

業用水として町で使用されていることがわかる。

・共同体
　住民の方の話によると生業の形態は半農半商が

多く、東京方面に出稼ぎに行く人たちが多かったそう

だ。集落内の家屋は地元の大工さんたちによって作

られてきたが現在はそのような職人の数が減ってい

るという。町内会館のような町の共同体が集う場所に

は集落内の決まり事や生活規律についての張り紙が

あったり町内に防災マップがあるなど、集落ごとの境

界がはっきりとしていて、かつ自治意識の高さが見ら

れた。また、農業用水として使用される下馬溜は防災

としての役割もあるそうだ。

・集落構造
　集落を縦断するように断面をとると山頂の石塔寺

をはじめ、寺社が断面上に点在し、寺社があるごとに

周囲に集落がある。山麓地帯は下溜池と用水路、用

水路に沿って家屋と道が構成する集落があり、南は

水田が広がる。

・社会文化
　桜川村に生まれ育った画家の野口謙蔵は東京美

術学校（現・東京藝術大学）西洋画科を卒業すると郷

里に戻り、終生近江の風景を描き続けた。 当時の風

潮として多くの画家が欧米を目指す中、謙蔵の姿勢

は特筆すべきものと言える。源通寺には彼の描いた

絵が保管してある。

図1　比定の大字領域（筆者加筆） Google Mapより

図2　1893年地形図(筆者加筆) 今昔マップより

図3 　土地条件図（筆者加筆） 国土地理院より

図4　石塔町中にある住宅・防災マップ(松下撮影)

山地斜面等
完新世段丘
台地・段丘
扇状地

谷底平野・氾濫平野
自然堤防

高水敷・低水敷・浜

河川・水涯線および水面
湿地

盛土地・埋立地
切土地

石塔寺

綺田町

a

a´

担当：松下琴莉　（横浜国立大学）
　　　石田慶太　（東京都市大学）



〈千年村〉琵琶湖湖東疾走調査　20231007-08

図5　石塔寺集落の眺望（松下撮影）

図6　下馬溜 （松下撮影）

図7　石塔寺集落内の広い交差点(松下撮影）

図8　断面ダイアグラム(石田作成)

3）考察
　下馬溜の元来の役割としては馬から降りる場所
だったことから、馬を扱う身分の高さや権威の象
徴であり、現代ではため池という農業と防災の機
能を持ち、集落の人々の生活にとって切実な拠点
である。昔も今もこの土地の重要な歴史が重なり
合っている場所であると考えられる。
　集落の構造を寺社仏閣の建ち方から分析すると
、寺社仏閣の建ち方は①浸透型、②結節点型、③
独立型に大分される。①は都市の寺社形態によく
見られるような町中に溶け込んだものを指し、中
でも比較的平地である集落内の家屋は新旧入り混
じったものである。②はこの集落に見られる特徴
的な寺社形態で、傾斜地に対して埋め込みや懸け
造りのような構法でそのまま建てられており、か
つての施工技術では土地を平らに均すことが困難
だったと想像できる。周りの同様の施工方法で建
てられた家屋は年代も同様古くから残っていると
考えられる。そのためかつてはこの結節点型の寺
社がある集落を境に、これより上の斜面地には家
屋を建てることは難しく、これより下の斜面地に
は建てることができるという判断基準のような役
割を持っており、傾斜地の集落にとっての防災的
意味合いを持っていたと考えられる。③は集落か
ら確立され、離れたところに建てられる寺社形態
であり、石塔寺がその例である。集落の家屋は寺
社から少し距離をおきつつ②より上の斜面地に建
設されていることから、傾斜を平らに均して建て
る施工技術が発達した後から発展していった、比
較的新しい集落であると考えられる。
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1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報
佐久良川（北西に位置する琵琶湖に流れる日野川

の支流）北岸の平原地帯から北へ広がり、標高200メ

ートルの山間地帯までの比定大字である。山頂に古

代渡来人の文化を持つ石塔寺があり、その山麓地帯

に寺院の名前が付いた石塔寺集落が広がる。

2）実見によって得られた客観的情報
・環境

　石塔寺の位置する山頂から、雨水は山麓にある下

馬溜という池に流れ、そして集落の間の用水路を通

りる。下馬溜にホテイアオイが生息しているため、農

業用水として町で使用されていることがわかる。

・交通

　山を横断し、南北の平原地帯を結ぶ山道がある。

また、住民の話によると、集落の間を東西に走る大通

りはかつて「石塔銀座」と呼ばれ、呉服屋や酒屋など

のお店が並び、お祭りが行われていた。現在もいくつ

かのお店がある。

・共同体

　集落に住む人々の職業は兼業農家が多いそうだ。

　集落の建築はほとんど木造家屋であり、石塔二区

と区画されている地区の住宅はコンクリートのニコイ

チ住宅となっている。

　山頂の石塔寺には8万4千の石塔が集い、昔集め

られたものだそうだ。宝塔の様式と聖徳太子の伝聞

によると、石塔寺は8世紀以前に造られたお寺である

とされている。

*1）。山麓の集落に近く、標高約160メートルの位置

には若宮神社がある。

・集落構造

　石塔寺と若宮神社は山の高い場所に位置する。集

落と反対側の山腹地帯は現在ゴルフコースとして開

発された。山麓地帯は下溜池（推測200年前にある

*2）と用水路、用水路に沿って家屋と道があり、南は

水田が広がる。

〈参考文献〉

*1『近江蒲生野』,八日市市郷土文化研究会,1973

*2『滋賀県水防計画』昭和59年度,滋賀県河港課

,1984.6. 

図1　比定の大字領域（筆者加筆） Google Mapより

図2　1893年地形図 今昔マップより

図3 　土地条件図（筆者加筆） 国土地理院より

図4 　石塔寺に集う石塔（姜婷格撮影）

09　蒲生郡桜川村／滋賀県蒲生町石塔寺
姜婷格（東京大学）
張沛齊（早稲田大学）
伊藤侑世（慶應義塾大学）

　がもうぐん　さくらがわむら　　　　　しがけん　　　がもうちょう　　いしとうじ 

石塔寺

綺田町
下図範囲

山地斜面等
完新世段丘
台地・段丘台地・段丘
扇状地扇状地

谷底平野・氾濫平野
自然堤防自然堤防

高水敷・低水敷・浜高水敷・低水敷・浜

河川・水涯線および水面
湿地湿地

盛土地・埋立地
切土地

担当：

南の綺田町も調査しましたが、篇幅の都合でここでは割愛させていただきます。

a

a’
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3）考察
現地調査にて、集落と田んぼの境目が傾斜になっ

ており、集落が微高地にあることが分かった。集落の

中心には寺と家屋がある一方で、集落と田んぼの境

目には倉庫、ソーラーパネル、公園が多く見られた。

人々の生活において比重が小さい部分ほど集落の

境目に近く、ソーラーパネルと公園は、”集落の終わり

”を象徴していると考えた。

　“集落の終わり”を手がかりに石塔寺集落を見ると、

二戸一住宅が立ち並ぶ石塔二区と石塔一区の間に、

広範囲にソーラーパネルが設置され、地形に傾斜が

見られる。また石塔二区の地形には砂留があり、あと

から人工的に高い地形にしたと考えられる。このこと

から、明治以前は「石塔一区にあたる村」と「現二区よ

りも東側の平林町にあたる村」だけがあり、明治以降

の住居改善によって石塔二区が建設され、他の場所

にあった集落がここに移転したと考えられる。

4）集落を象徴する風景

「旧石塔銀座」

　石塔寺のある山に沿う集落の大通りは未だにお店

があり、かつてのにぎわいを彷彿させると同時に、若

宮神社、専修寺、正念寺極楽寺、のお寺に向かう参道

が見られる。

図5　石塔寺集落の眺望（姜婷格撮影）

図6　二種類の住宅間のソーラーパネル （張沛齊撮影）

図7　綺田町のちびっこ「らんど（姜婷格撮影）

図8　断面ダイアグラム
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1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報
明治 27 年~桜谷村が分割し、大字原・川原・杉・杣

・小野・奥師・鳥居 平・中之郷・佐久良・奥之池の区域

をもって発足し東桜谷村となる。 昭和 30 年~ 東桜

谷村・西桜谷村・西大路村・鎌掛村・南比都佐村・北

比 都佐村と合併し、改めて日野町が発足した。小野

は日野町の北東部に位置している。南は石子山の丘

陵、北にも丘陵が迫る山間の農業地域。石子山は花

崗岩の石材を産した。人魚塚と称する確があり、伝説

によって鬼室集斯を祀り、以前は西之宮と呼ばれた

鬼室神社がある。鎮守は天神社。寺院はかつて曹洞

宗西法寺があったが現在は廃寺。（『角川日本地名大

辞典』より）

2）実見によって得られた客観的情報
・小野集落

佐久良川沿いに東西に集落が広がっている。最初
に小野を訪れた。集落の入り口にある鬼室神社と比

較して、天神社は山を背景に参道が通っており、山村

の典型的な神社の配置であった。

・中野郷の長寸神社

その後、川の下流に向かい、中野郷に行き、長寸神

社の看板に、中野郷の上流に位置する「杉杣郷」の存

在を知った。

・杉杣郷

大屋神社に向かう途中に、「杉」「杣」「川原」という

三つの集落を通過した。そして「杉」の住民の方にヒ

アリングしたところ「杉杣郷」が今も存在する新たな

千年村であることを確認した。

・佐久良

その後下流の集落「佐久良」に訪れた。そこで住民の

方にヒアリングしたところ、現在「佐久良」は下流の

「安部居」や「鳥居平」との交流がつながりがあり、同

じ佐久良川沿いでも「杉杣郷」と異なる地域共同体

があることがわかった。

図1　比定の大字領域（筆者加筆）GoogleMapより

図2　今昔マップ近江1891-1909より

図3　小野集落・天神社

図4　長寸神社の看板

10　日野町大字小野・杉杣郷 担当：原田馨子（慶應大学）

ひのちょう　　　おおあざ　  　おの  　　　　すぎそまごう  

杉杣郷

小野

中之郷

佐久良
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3）考察
　事前調査では、出てこなかった「杉杣郷」が千年村

であり、旧東桜谷村の上の番に位置していると考えら

れる。大屋神社で「竜王伝説」の看板を見て、「杉杣郷

」が上の番と呼ばれており、「中之郷」が中の番に当た

ると考えられる。佐久良の住民からのヒアリングによ

ると佐久良は「杉杣郷」や「中之郷」と繋がりは薄く、

下の番は今回の調査では明らかになっていない。「

杉」の住民からのヒアリングによると「杉杣郷」や「中

の郷」が先にでき、後から空いてる奥地の「小野」に人

が住み始めたらしい。上の番である「杉杣郷」が水利

を獲得する上で最初に上流に住み始めたのではな

いのだろうか。

4）集落を象徴する風景と名前
山間の川沿いに沿って田園地帯が広がっている。ま

た、小野集落では、住宅の小脇に小さなため池のよう

なものが見られた。「杉杣郷」にはそのような設備は

見られず、小野は杉杣郷より上流であるが、流れが激

しく水が得られなかったが故につくられたのかもしれ

ない。

5）断面ダイアグラム

図5　竜王伝説の看板

図6　杉集落の民家

図7　小野集落の民家に見られたため池

図8　断面ダイアグラム

ダム

大屋神社

杉杣郷

小野

天神社鬼室神社

中之郷

長寸神社

佐久良

桜谷小学校
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1）文献・地図等の情報から得られる客観的情報
　日野町が発足したのは昭和30年以降である。明治 

27 年に桜谷村が分割し、大字原・川原・杉・杣・小野・

奥師・鳥居 平・中之郷・佐久良・奥之池の区域をもっ

て発足し東桜谷村となる。 そして昭和 30 年に、東桜

谷村・西桜谷村・西大路村・鎌掛村・南比都佐村・北

比都佐村と合併し、改めて日野町が発足(1)。

国勢調査によると、小野は現在の日野町の北東部

に比定される（図1）。南には石子山の丘陵、北にも日

野町から東にある竜王山から連なる丘陵が迫る山間

の農業地域が小野である。集落では農業とともに石

子山で石切り（黒雲母花崗岩）が行われていた。小野

には、二つの天神社と鬼室神社がある。鎮守は天神

社とされている（2）。

2）実見によって得られた客観的情報
本調査は、小野の西側から入村し、東側斜面上に

ある天神社から鬼室神社へくだるように行った。

・環境

小野は北と南の丘陵に挟まれており、東から西へ

緩やかな斜面を有していた。その山間に居住域と水

田が広がっていた。東側斜面上には砂防ダム（図2）

もあり、小野の間にある前川に合流していた。前川を

挟んで北に居住域、南に水田があった。また、鬼室神

社の北側斜面上には小野県営の溜池「湯屋谷溜池」

が存在した。

・地域経営

　東にある天神社は訪問が可能であった（図3）。し

かし、西法寺（廃寺）の西にある天神社は住民に聞き

取り調査した際、存在しないとわかった。

　村の南側には、鬼室神社（きしつじんじゃ）がある。

社名は約1300年前に、百済（現在の大韓民国）から

渡来した鬼室集斯という高官の墓碑が、神社の本堂

裏の石祠に祀られたことに由来する。1990年5月16

日に集斯の父をまつる恩山別神堂のある恩山面（大

韓民国）と小野は姉妹都市連携の調印を行い、20周

年目には集斯亭が整備され、村のシンボルとなって

いた（3）。

　また現在は廃寺となった西法寺は、日野観光協会

によると小野の東方にある西明寺との関連がある文

化財という（図4）。

図1　比定の大字領域（Geoshapeリポジトリ, 国勢調査町丁・字等別境界データセットより）

図2　村の北東にある砂防ダム　撮影者：大国

図3　天神社　撮影者：水野

図4　西法寺の看板　撮影者：大国

10　日野町大字小野鬼室神社／滋賀県蒲生郡日野町小野
大国絢美（慶應大学）

水野誉也（東京都市大学）
ひのちょう　　　おおあざ　　この　　　きしつじんじゃ　　　　　　　しがけん　　　　がもうぐん　　　ひのちょう　　   この 担当

天神社

西法寺

鬼室神社
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・交通

村の山間に一本の県道（525号）がある。この県道

は、村の西側の東部広域農道に繋がっている。

・集落構造

村への入り方は西から伸びる県道のみであった。

県道を中心に左右に住宅が建てられていた。東側の

住宅地の終わりを少し進むと、山峡地には珍しい、古

くから災いをもたらす人魚伝説まつわる人形塚があ

った。

3）考察
実見から、小野は昔から水害・土砂災害・風害が多

い地域であると思われる。人魚塚や、砂防ダム、集落

内の石垣（図5）の存在が、主に水害の対策のために

設置されたと考えられる。しかし住民の話では、水害

より土砂災害や風害の方が多いという。

4）集落を象徴する風景と名前
「栄枯盛衰を乗りこなす集落」

　小野は、災害の多いというハンディキャップの中、

工夫を行うことで乗りこなし、災害が起こるたびに荒

廃し再び新しく文化が起こることを繰り返してきた集

落であることがわかった。小野は、神社や寺などは複

数見られたが建物の再建や廃寺など、古いものが根

付いていないように思えた。また小野では、水通りが

激しい地域ということを逆手に取り、複数の家屋では

水路からの洗い場を設けるなど生活道具としての例

も確認できた（図6）。

5）断面ダイアグラム（図8）
参考文献

図5　北の丘陵から村へ段となっている石垣　撮影者：大国

図6　水路に繋がる家屋の洗い場　撮影者：水野

図7　鬼室神社（真ん中に見えるのは集斯亭）撮影者：大国

図8　断面ダイアグラム（右図：Geoshapeリポジトリ, 国勢調査町丁・字等別境界データセットより）

1）「角川日本地名大辞典」編纂委員会, 角川日本地名大辞典  　25, 
角川書店, 1979.4, 899p.
2）同上, 326p.
3）日野町・日野町国際親善協会 & 日野観光協会（日野まちか　ど感
応館内）, 鬼室神社（パンフレット）, 入手場所:鬼室神社, 入手日
:2023/10/08

１
２

３
①

③

②
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千年村候補地における渡来人集落の風景 
早稲田大学 中谷礼仁 

 
1. 百済人・鬼室集斯が住み着いた場所 
天智八年是歳条 是歳。遣小錦中河内直鯨等
使於大唐。又以佐平餘自信。佐平鬼室集斯
等。男女七百餘人遷居 近江國蒲生郡。又大
唐遣郭務悰等二千餘人。（日本書紀二八巻） 
～天智八年、小錦中の河内直鯨（こうちのあ
たいくじら）らを大唐に遣わした。また佐平
余自信（さへいよじしん）、佐平鬼室集斯（さ
へいきしつしゅうし）ら男女七百余人を近
江国蒲生郡に移住させた。（注 1） 
 
日本古代に、韓国百済との密接で協力的な
関係があったのは、日本書記の複数箇所で
明瞭に述べられている。天智天皇（626-672）
の巻に登場する鬼室集斯は、百済滅亡(660)
後に日本に亡命した百済の貴族である。天
智四年（665）年に朝廷は、百済の民男女四
百人余りを近江國（現滋賀県）の神崎郡に住
まわせた。さらに同 8 （669）年には鬼室集
斯も男女七百余の人々と共に近江国蒲生郡
(滋賀県蒲生郡)に移住した。鬼室集斯の墓
は滋賀県日野町の鬼室神社の境内に据えら
れている（注 2）。同地は今年度の琵琶湖湖
東疾走調査の訪問地 10 の日野町大字小野
（この）鬼室神社／滋賀県蒲生郡日野町小
野として比定されていた。本稿では特に百
済人の国内移住地としての同地域の環境的
特徴について既存資料を用いてその基本的
性格を比較検討しておきたい。 
 
2. 全体的な感想 
まず今回の琵琶湖湖東疾走調査の全体的な
感想を述べる。同地における訪問地は古墳

時代の古墳から近世の社寺・城郭にいたる
まで各種の歴史遺構が登場し、地域の骨格
を占めていることが関東に比べて多かった。
それらは居住していた地域集団（集落）の重
なりとあいまって複雑な歴史層を構成して
いた。中でも鈴鹿山脈の麓から平地を介し
て琵琶湖へ至る地形は、同地帯の水利をめ
ぐる多数の環境的、社会集団間の格闘の歴
史を想起させた。たとえば訪問地 01 犬上郡
尼子郷／甲良町の各大字では水源地を宗教
地として治めることによってその権利を確
保した、南北朝時代の大名の佐々木道誉の
活動を確認した（参考：「01 犬上郡尼子郷
／甲良町大字尼子・在士・北落・池寺・金屋・
正楽寺」本書より）。海岸沿い、低地、山の
裾野、そして奥深い谷戸と言った環境立地
の違いによって、それら水の獲得方法は利
権も相まってさまざまな村落の所在や構造
を生み出していた。 
 
3. 渡来人集落・小野の立地とその環境 
さて、冒頭に紹介した百済からの亡命貴族
であった鬼室集斯（以降、集斯とする）がす
みついた場所として知られるのが小野の地
域である。同地域には鬼室集斯の墓石を発
端に寺社が建立された場所がある。同地が
集斯や百済人の移り住んだ地域の一つであ
ることを前提にその立地環境を検討する。
なお同地についてはすでに学生によって本
書「10  日野町大字小野鬼室神社／滋賀県
蒲生郡日野町小野」として紹介されている
ので、参照されたい。 
小野は、山間の谷戸であり、今回の疾走調査
の訪問地でも最も内陸の山間に位置してい
た。同地には佐久良川の支流である前川が
流れており、集落の中心を西明寺安部居線
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ʤ県道 525 તʥ͗ߺ ௪る。谷戸地ܙであり、
その࢟まりをِ室神ऀ、そのश୼を天神ऀ
とすΗͻそのړ཯はおおよそ600mΆʹで、
෱は࠹大で΍ 200m と૮౲に小وໝであͮ
た。ඬ高はِ室神ऀ地点で 220m、奥の天神
ऀで 250m とおよそ 30m のඬ高ࠫになる。
ಋ地においͱಝ௅దであͮたのは、県道に
ԌͮͱླྀΗる઴川に対する大وໝな؝ޤ工
とと΍にླྀࢩである。谷戸࿮の͠Δなるࣆ
Ձஊ΍࠯๹ξϞ͗ීઅ͠Η、؝ޤの高͠΍
໪଎で࠹大 5m ఖの高͗͠あͮたʤਦ 1ʥ。
よͮͱ、͞の小͠な谷戸集落の࣑水はݻେ
では૮౲ೋしかͮた。ࡑݳその谷戸のฑ地
はՆ೵なݸり田地としͱߠ作͠Ηͱおり、
集落はೈ໚する山੆にด྽しͱఴ֋する。
山ؔ住ڋのそΗである。઴川かΔ෾ͦ͠ز
た水道をཤ༽しͱいる。๝かな生産ྖをގ
ͮͱいるΚ͜ではない͗、小集஄͗結଍し
ͱڋ住しͱきた༹子を૟଀する͞と͗Ն೵
ͫΘ͑。  

ਦ 1 小野地区をླྀΗる઴川のޗ઴の༹子、ؘ国

の集落ߑ造とはҡなる。(ජ者ࡳӪ)

ਦ 2 ؘ国の集落のେනద立地ξイΠグϧϞ(஭ 3

文ݛによる)

4. 朝鮮における伝統的集落との比較
͞の、ඨࡃ຿ 700 Ηた小野͠ڒ住をڋ͗໌
の歴史దಝ௅をݗ౾するたΌに、そ΍そ΍
ؘ国のఽ౹集落のخ本ྪܗとのർֳをࢾΊ
ఖ度に行ͮͱΊたい。
ؘ国のఽ౹ద集落の研究は、日本ではΆと
Ξʹな͠Ηͱいない。そのなかで造園ࢿࡸ
に͠ࡎܟΗた金টᗂΆかh ؘ国・ੜ道地域に
お͜る೸村集落の立地ಝ੓とその領域 ʤɦ஭
3ʥをݗ౾の೘り口としͱ়ղする。金はそ
の中でቒࡑऐによる઎行研究をخ本ݡմと
しͱあ͝ͱいる。そΗによΗͻ集落にͯい
ͱのعଚの෾ྪはҐ下のとおりである。
ᶅ地理దҒ஖ʁฑ地村・山地村・ྡք村
ᶆ生ؽۂ೵ʁ೸村・林ۂ村・ڕ村・߯山村
ᶇشՁ学దܙସʁն村・環村・྽য়村・ޡ൭
໪য়村
ᶈ家屋の෾ࢆʁ集村・ࢆ村
ᶉ੔立գఖʁࣙષܗ・正ܗو
そしͱؘ国の集落はಋ෾ྪによΗͻฑ地村
ʶն村ʶ集村ʶࣙષ͗ܗ大部෾であるとし
ͱいる。山ؔ地の谷戸であͮた小野をಋ෾
ྪによͮͱफ़΄る͞とはೋしい。よ΍Ώؘ
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国においてはそのような環境立地を集落と
して発展させる機運がなかったのかもしれ
ない。 
さらに韓国の集落については、朝鮮総督府
が昭和 8 年に出版した『朝鮮の聚落』前中
後編にて当時の 17000 箇所の集落の中で
1685 箇所の著名同族部落が把握されてい
る（注 4）。同書の見解においては、朝鮮の
集落が立地するには、まず生存の基盤であ
る耕作地、水、燃料の問題が同時に解決でき
るところ、または水害や風害から安全な場
所が選ばれる。このような場所は、背に山を
抱えながら、水と耕作地が前面にある所、す
なわち背山臨流の山と野原が合う所で発見
しやすいという（図 2）。小野はそのモデル
にも当てはまらない。 
 
5. まとめ 
本稿では小野の環境と韓国の集落立地の概
観とを比較しながら、小野が韓国の集落立
地とは異なった環境に置かれていることの
みを示唆した。これは集斯たちが移住した
当時の百済からの亡命民に譲られた土地の
特性を象徴している可能性がある。今後は、

千年村研究の東アジアへの展開を意識して、
先の『朝鮮の聚落』を入手して、継続的テー
マとしてすえてみたい。（了） 
 
謝辞：尼子の佐々木道誉の活動については
当日ご同行いただいた公益財団法人 元興
寺文化財研究所 主任研究員服部 光真か
ら知見を得ました。記して謝意とします。 
 
注 1 日本書紀抜粋並びに訳文は以下のサイ
トによった。古代東ユーラシア来日外国人
デ ー タ ベ ー ス 鬼 室 集 斯 の 項
https://www.senshu-
u.ac.jp/eurasia/database-n-kudara-
kishitsushuuki.html, 古 代 日 本 ま と め
https://kodainippon.com/2019/08/15/ 日
本書紀・日本語訳「第二十七巻%E3%80%80
天智天皇」/#google_vignette 
注 2 清田善樹による鬼室集斯の項の解説
（朝日日本歴史人物事典より）  
注 3 造園雑誌 53（5）：p.389-394, 1990 
注 4 注 3 に同じ 
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古代郷の比定地と神社の氏子区域：蒲生郡
安吉郷と苗村神社 

千葉大学 木下剛 
 
１．古代郷と大字 

『角川日本地名大辞典』（1978-1990，角
川書店）にみる古代郷（『倭名類聚抄』に記
載された郷）の比定地は、以下の 7 つに分
類できる。①単一の大字、②複数の大字、③
市域、④河川の流域など複数の市域にまた
がる範囲、⑤比定地に関して諸説ある、⑥比
定地は未詳、⑦比定地に関する記述がない。
これらのうち①と②が、和名抄記載の 3986
郷の約半数に相当する 1977 件を占める （千
年村プロジェクト HP）。 

今回の琵琶湖湖東地域の疾走調査で巡っ
た古代郷比定地は、その殆どが②のケース
に分類された。それらのうち、本稿は蒲生郡
安吉郷について述べる。蒲生郡安吉郷の比
定地は、『角川日本地名大辞典』によると、
「現行の蒲生郡竜王町の大部分と近江八幡
市倉橋部・上畑・東川を含む地域」とされ、
上記分類でいうと、②と③に該当する、非常
に広い範囲である。これを地形的に見ると、
東を雪野山が、西を鏡山が限る平野を主体
とし、雪野山の麓には日野川が、鏡山の麓に
は祖父川が流れ北部で合流するという、非
常にまとまりのある地域となっている。 
 
２．大字綾戸と苗村神社 

この地域に存在する大字の多くは、関東
と比べての印象であるが、小規模である。こ
の地域の大部分を占める低平地の大字は、
自然堤防と氾濫平野から構成され、前者に
集落を乗せ、後者を水田として利用してい
る。一方、山際の大字は、低平地のそれと比

べて面積が広い。これは山林を含んでいる
からであるが、山林だけで構成されている
わけではない。山際の大字といえども必ず
平地を含んでおり、自然堤防を更に盛土し
て集落を形成し、氾濫平野を水田として利
用している。このように、個々の大字の地形
構成は、他地域で確認されてきたことと大
差ないが、特異な土地利用として注目した
い大字がある。綾戸である。 

この大字の中心部には延喜式内社苗村神
社が鎮座する。770m×975m という比較的
小規模な大字にあって、苗村神社の占める
境内域は広大で、大字の土地利用として極
めてユニークである（図 1）。この神社の楼
門前に馬場があることにも注目したい（写
真）。 

 
図 3 大字綾戸と苗村神社および馬場（黄色の網

掛け部分） 
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図 4 流鏑馬の神事が行われる苗村神社の馬場

(筆者撮影) 

この馬場は広いところで幅員 10m を超え、
全長は 220m を超える。この馬場は、苗村
神社の節句祭（毎年 5 月 5 日に開催）に行
われる流鏑馬で使われるもので、これだけ
の規模の馬場が小さな集落の中で残され、
いまなお使われているのはすばらしいこと
である。 
 
３．苗村神社の氏子区域 

さらに驚くべきは、綾戸の苗村神社の氏
子区域である。氏子区域は 33 カ村（九村余
郷）におよび、これは現在の蒲生郡竜王町の
ほぼ全域、東近江市と近江八幡市の一部を
含む（図 5）。九村余郷の九村は、苗村神社
の近傍に集中し、余郷はその外側を取り囲
み山林を含むものが多い。 

九村は、苗村神社最大の三十三年式年大祭
で山車を出す 5 つの大字を含むことから
（表）、苗村神社の宮座を組織する中心的な
集落と考えられる。この氏子区域は、上述し
た、『角川日本地名大辞典』における蒲生郡
安吉郷の比定範囲とほぼ重なる。というよ
り、大辞典の比定は、苗村神社の氏子区域に
依っているのではないかと思われる。有力
神社の氏子区域と古代の郷域が重なるとい
うのは十分に考えられることである。古代
郷の範囲は思いのほか広く、複数の大字に
またがる傾向は、関東よりも近江国や畿内
においてより顕著であるかもしれない。 

 
図 5 蒲生郡竜王町域と稲村神社の氏子区域(九

村余郷)

   
表 1 苗村神社の氏子区域を構成する大字(苗村神社の HP より作成) 
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湖畔の疾走調査 
慶応義塾大学 石川初 

 
１．琵琶湖畔の風土 

久しぶりの疾走調査はとても充実した
楽しい２日間となった。参加人数がこれま
でになく多かったが、広範囲の対象地で担
当集落を分ける方式が功を奏して、湖東の
平野の広域をゆるく理解しながら担当集
落をしっかり歩いて回ることができた。私
の車が担当した集落についての詳細な報
告は学生チームに譲るとして、今回の疾走
調査であらためて感じたことを記してお
こうと思う。 

たぶん甲良神社のあたりだったように
思うが、畑仕事をしておられた老人が地図
を片手に集団で歩いていた私たちに声を
かけ、何をしているのかと尋ねられた。調
査の趣旨とともに、この地域が「人が千年
以上住み続けている村だと考えられてい
ます」と説明すると、特に感心するでもな
く「…まあそうやろな」とおっしゃった。
関東圏ではしばしば驚きの反応がある「千
年」という時間に対して、この住民の余裕
の受け答えは印象的だった。 

この老人の余裕、より長く広域的な時空
の歴史に現在が「連なっている」というい
わば風景の連続感は、近畿地方（京都府宇
治市）の郊外の田園地帯出身の私には懐か
しいものだった。そうだ、生まれ育った町
は、こんなふうに区切りなくだらだらと続
いている感じだった。古そうな祠や鳥居が
なんとなく家々の間に残っている。古民家
のような家と新建材の家が混ざり合って
いる。全体に、時間的にも空間的にも、現
在見えているものがより古い時代、より広

域の環境に「続いている感じ」。そのよう
なことを考えながら歩き回り、車で移動し、
地図を眺めるうちに、この連続感にもいく
つかのスケールの階層性があるように思
われた。 
 
２．異なるスケールにあらわれる「続いて
いる感じ」 

まずは足元のスケールで、土の色が明る
いことである。明るい黄土色の土に風化し
た花崗岩らしい砂利が混ざっていたりし
て、全体に白っぽい。そのため、畑の土と
砂利舗装や未舗装の路地や道路との境目
が曖昧で、道や宅地と田畑が続きに見える。
畑の土が黒く、農地とそれ以外の地面との
境目がはっきり見える関東の風景を見慣
れた目にはなかなか新鮮な地面景観であ
る（写真１，写真２）。 

写真 1 

写真 2 
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それから、農地や集落のスケールで、条里
制由来のグリッドが強く残っているとこ
ろが多かったことだ。緩い傾斜をなし、水
の利のあった湖畔の平野では、約１００メ
ートルの正方形の格子状に造成された水
田は近代以降の農業においても充分に合
理的な形状であり、大規模な圃場整備が不
要だったのだろう。多くの条里制遺構に見
られるように、地図や空中写真では整然と
した区画が描かれていて、自動車で移動し
ながらの眺めには強い図形を感じるが、車
を降りて歩いてみると道や水田の区画は
微妙に折れ曲がっていたりして、実空間の
スケールでは印象が異なる。この、「揺れ
るラインで描かれた正方形のグリッド」の
複雑さも空間スケールをまたいだ連続感
をもたらしているように思えた。 

そして、この地域全体の「琵琶湖と連続

している感じ」である。琵琶湖の「前身」
は約４００万年前に現在の三重県伊賀市
付近にできた小さな湖であると言われる。
断層運動による地形の変形と土砂の堆積
の影響を受けながら形を変えつつ北へ移
動し、約４０万年前から現在の場所に留ま
っている。非常に古い時代からの歴史を追
うことができる湖である。１０万年以上の
歴史を持ち、生物の固有種がいる湖は世界
に２０しかなく、琵琶湖はそのひとつであ
る。むろん日本で最も古い。現生人類が日
本列島に到達するよりも昔からある湖で
ある。対象地は琵琶湖の東、鈴鹿山脈から
流れる川がつくる扇状地である。所々に火
山活動に由来する低い山が点在している
が、それ以外の土地は概ね平坦で、琵琶湖
に向かってゆるく傾斜している。（図 6） 

 

   
図 6 疾走調査対象地域付近の地質図の立体表示 
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地形図を見れば一目瞭然だが、自動車で
移動していても湖への傾斜は何となく意
識される。湖面が見えない場所にいても琵
琶湖の気配がするような感じだ。街と湖の
間は車道で分断だれているが、堤防は低く、
道を渡れば低い柵の向こうは狭い砂浜の
先に湖面が広がっている（写真３）。 

 
琵琶湖の大部分は現在でも１年に数ミ

リ、沈降し続けているという。そこに山か
ら流れる川が土砂を運んでいる。湖畔の土
地は山と湖の間でゆっくりと動いている。
その上を私たちが猛スピードで行き来し
ているわけである。 

３．研究活動の継承 
疾走調査は事前リサーチや野帳の作成、

フィールドワーク、即日発表までとても鍛
えられた形式が確立しているが、COVID-
19 の時期を経てあらためて痛感したのは、
大学生は数年で全体が入れ替わってしま
い、開催が途切れると技術や知識の継承が
難しくなってしまうということだった。そ
の点、今回の疾走調査に何人もの卒業生が
参加して下さったことは幸いだった。千年
村の調査を今後も運動体として維持、発展
させてゆくために、若き大人メンバーの充
実をはかりたい。 

参考文献 
1) 横山卓雄(1995)『移動する湖、琵琶湖
―琵琶湖の生い立ちと未来 (自然史の不
思議) 』京都自然史研究所 
  

写真 3 
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連続しているように見えるとき 
東京都市大学 福島加津也 

 
１．久しぶりの疾走調査 

新型コロナウイルスの世界的な蔓延は、
私たちの日常生活を大きく制約すること
になり、その影響は大学の研究や教育にま
で及んだ。集落の現地調査を旨とする千年
村プロジェクトも、2019 年度からリモー
トでのシンポジウムや以前の調査地の再
訪などを行い、活動を縮小しながら何とか
継続していた。しかし、この 2023 年度は
久しぶりに疾走調査を再開することにな
った。調査地は滋賀県琵琶湖の湖東地域、
滋賀県立大学の川井先生を新しく大人メ
ンバーに迎え、たくさんの大学の教員と学
生が 10 台以上の車で移動する一大プロジ
ェクトである。当日の朝に関西らしい古墳
のある公園に集合した光景は壮観で、これ
から疾走調査が再開するという気持ちを
盛り上げてくれた （写真 4）。そして、専門
分野の異なる教員と学生が、現地の集落を
見学しながら議論をする体験は懐かしく
て刺激的で、身体に染み込んでくるように
心地よかった。 

 
２．琵琶湖、渡来人、水際 

琵琶湖の東側に拡がる湖東地域は、7 世
紀に朝鮮半島で行われた白村江の戦いの
後、百済の高官たちが移住したという渡来
人伝説が多く残っているという。川井先生
の推薦と事前の打ち合わせによって、10
カ所の集落を 2 日かけて疾走することに
なった。調査の全体で印象に残っているの
は、郊外の国道を車で走っているとすぐに
千年村に到着したことである（写真 5）。
関東で疾走調査を多く経験したので、車で
近づくとなんとなくその雰囲気を感じる
ようになったと過信していたのだろう。し
かし、琵琶湖の湖東では現代の街のすぐ隣
に千年村があり、直前までまったく気がつ
かなかった 

私たちが乗った車が調査を担当したの
は、03 の八木郷という集落である。宇曽
川の扇状地の中にあり、西武グループ創設
者の堤康次郎の出身地だという。かつては
中山道や河川を利用した交通の要衝で、現
在も名神高速道路や東海道新幹線が通る。
水田が拡がる低湿地の中に幹線道路が通
り、両側にロードサイドショップが続く。
千年村はそのすぐ先にあった。優しく密集
した小さな集落には、水際の立地を利用し

写真 4 

写真 5 
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た水路がていねいに張り巡られ、今も生活
に用いられている（写真 6）。地盤面は水
田からほんの少し高くなっているだけな
ので、遠くから見ると民家が稲穂の上に浮
かんでいるようだ（写真 7）。このように
繊細な微高地を長期間維持するには、高い
治水技術が必要だろう。しかし、住人に聞
いても昔のことはよく知らないという風
だった。それは単に当人の無関心ゆえかも
しれないが（笑）、私は集落の持続のシス
テムが住人の無意識に浸透しているから
だと思いたい。 
 

３．時間は積み重なる 
今回の調査の最後に、川井先生が行って

いる足軽屋敷の改修プロジェクトの現場
を見学させてもらった（写真 8）。足軽屋
敷は近代に建て替えられてしまうことが
多いと聞くが、彦根では広範囲に現存し保
存活用の可能性が探られているという。こ
こでは時間は流れるのではなく積み重な
るという空気を感じて、なぜか私も嬉しく
なった。調査後は滋賀県立大学に集合して、
会議室で各集落の報告会を行った。このよ
うな情報共有も久しぶりだ。その日に見学
して調査したことを、余計な間髪を入れず
に夕方に発表するというテンポのよいプ
レゼンテーションは、学生の行動力と思考
力を鍛えてくれる（写真 9）。その時、湖東
の千年村に積み重なった時間が、現代に連
続しているように見えた。 
 

写真 6 

写真 7 

写真 8 

写真 9 
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聖と俗の二つの中核 

東京大学 林憲吾 
 

今回の琵琶湖湖東疾走調査は、関西では
初めてとなる本格的な疾走調査となった。
まず感じたことは、きわめて主観的にはな
るが、やはり関西の千年村は、古代や中世
に厚みがあるという点だ。もちろんどの千
年村にも各時代の履歴は刻まれている。だ
が、その場所の環境や社会から生まれる内
的な論理以上に、時代のうねりや、より広
域の政治や社会状況が反映された集落が
多いように感じた。特に今回は、奈良や京
都近傍の湖東地域だったこともあろう。高
度な土木技術を有した渡来人の存在にし
ても、ここが古代の政権の勢力圏だったか
らに他ならない。 

さらに言えば、千年村候補地には、時代
を経る中で、千年「村」という表現では括
ることのできない郷へ、変容していくパタ
ーンがあることも強く認識するにいたっ
た。中世や近世において、政治的支配や交
易の舞台の中心にその郷がなることによ
り、軍事や行政、商業の拠点として再編・
開発され、都市的な、いわば「町」になる
ことがあるからだ。 
 
1. 近江の主要舞台・篠笥郷 

このようなことを実感したのは、私の同
乗した班の担当郷が、蒲生郡篠笥郷だった
ことが大きい。篠笥郷は、古代の蒲生郡 10
郷の一つとされ、現在の近江八幡市安土町
常楽寺に位置する沙沙貴神社を中心とし
た領域に比定されている。この地区に隣接
する下豊浦地区には、16 世紀に織田信長

が安土城を築城した安土山が存在する。ま
た、篠笥郷は、中世に近江国の守護をつと
めた佐々木源氏の発祥地である。沙沙貴神
社は佐々木源氏ゆかりの地として知られ
る。安土山の南東にそびえる繖山には、15
世紀後半から 16 世紀にかけて、佐々木源
氏 4 家のうちの一つである六角氏が居城
とした観音寺城が存在した。すなわち、こ
の地域一帯は、鎌倉時代には、近江を治め
る佐々木源氏の拠点となり、さらにその後、
織田信長の拠点になった。その後、近江八
幡に中心は移っていくが、篠笥郷は少なく
とも中世には近江の主要舞台だったとい
えよう。 

明治 26 年（1893）の地形図を見るなら、
沙沙貴神社を含む現在の大字の範囲にお
いて、集落の中心は、現在の安土駅北側の
常楽寺一帯である（図 7）。自然堤防上に
形成されたこの集落は、中世の六角氏の時
代には、湊や宿場としての機能を持ち、
1930 年頃まで港湾機能を果たしていたと
される水上交通の拠点であった。信長の時
代には、この町の東側の安土山の麓に城下
町が形成されたため、当地は湊として一層
重要度を増したはずである。現在も舟入跡
や掘割が残り、住宅の密度も比較的高い
（図 8）。したがって、村より町という表
現が適している。 
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ਦ 7 ࣲਢ܌のർఈ地の໎࣑غのয়ڱ(཰
地଎ྖ部による໎࣑ 26年଎ਦの 2ຬ෾の
1 地ܙਦにජ者加ජ)

ਦ 8 ৙ֺ寺ູに࢔る۹ׄ(ජ者ࡳӪ)

2. ൡӭのخ൭・西の湖
͞の৖所ູ͗になͮた理༟は、集落๼ଈ

の西の湖にある。集落かΔ西の湖に௪ͣる
ຉׄ͗いま΍࢔る。西の湖は琵琶湖の内湖
である。いまは西の湖ͫ͗͜࢔る͗、かͯ
ͱは琵琶湖࠹大の内湖である大中湖͗ྣ
ંし、߁大な内湖͗͞の地区にはͮ͗߁ͱ
いた。ԼΏかで琵琶湖΃と௪ͣる水໚は水
ӣにనしͱいる。しかし、集落にとͮͱは
水辺のఁ地より΍、ࣙ ષఇ๹上の方͗నし
ͱいる。そのたΌ、集落はΏΏ内཰にでき、
そのେΚり、西の湖とのؔをͯな͛ຉׄを

͚ͯる͞とによͮͱ、ູ のؽ೵をࣰͦ͠ݳ
たとΊΔΗる。
߁΋؜に西の湖を๜Ηͱ、西の湖をࡏࣰ

大な内湖͞そ͗、͞ の地域のൡӭの伶ͫͮ
た、とい͑қを͚کした。ࡑݳではそのΆ
とΞʹは͠୕ױΗͱはいる΍のの、内湖に
໚した౲࣎の安ౖ山の立地を૟଀すると、
దに΍ި௪దに΍༙ཤであΘ͑͞のࣆ܋
地を৶ௗ͗ڋ৕としたのに΍೴ಚͦ͠Δ
Ηる。͠Δに、͞の内湖͗ 17 世ࠔنかΔ
Ϧεの生産地としͱ地域の生ۂを͓ࢩる
で知ͮた�ʤਦݡ൭であͮた͞と΍ࣰخ 9ʥ。
Ϧεのࡀ集・加工をघ͗͜る᣾ཻの࢝େ໪、
竹田ঋദࢱにおճいしたかΔͫ。͞ の地域
のϦεはߒ戸࣎େには京なʹで॑็͠Η
ͱおり、かͯͱ਼十ݤのϦε加工ۂ者͗い
た਼͗͗ݰり、竹田ࢱはϦε産ۂの෰ڷの
たΌ、新しいϦεの活༽に΍खりૌΞでい
るとい͑お話をซいた。また、͞ のよ͑な
西の湖のཤ༽とは対লదな、કޛの೸地֨
大のたΌの୕ױΏ近年の住宅地֋発にし
ͱ΍、西の湖͗͞の地域のࡃܨదخ൭であ
る͞とをࣖしͱいる。

ਦ 9 西の湖でࡀ集͠ΗたϦε(ජ者ࡳ
Ӫ)
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3. 信仰の中核・沙沙貴神社 
以上のように、この地域では、西の湖を

一つの核にその周辺は繁栄した。しかし、
一つの疑問は、この地区を氏子の範囲に含
み、六角氏など佐々木源氏ゆかりの地でも
ある沙沙貴神社が西の湖や町からやや離
れた内陸に存在することである。現在の大
字の範囲からみても端に位置する。つまり、
信仰の中心が、集落の中心から離れている。 

しかし、沙沙貴神社を訪問して、その表
現よりは、信仰の中心から集落の中心が移
った、という表現が適していると思うに至
った。宮司によれば、神社の番地は、安土
町常楽寺の一番地。そこから湊や西の湖の
ある北側へと番号が下っていく。この地区
の原初は、やはり信仰の中心にあると見る
べきなのだろう。 

そう思って地図を眺めると、現在の大字
の範囲外になるが、沙沙貴神社の脇に「中
屋」という小さな集落が目にとまる。調査
のときもまさに同じように目にとまり、急
いでそこに向かったのだが、痛恨のタイム
アップとなり、駆け抜けるだけになってし
まった。しかし、それでも何か雰囲気は感
じた。だから、というわけでもないが、後
に調べると、渡来人の痕跡があった。集落
のすぐそばにある竜石山という小山には、
5 世紀前半の築造とされる「常楽寺山一号
墳」をはじめとする古墳群が確認されてお
り、『日本歴史地名体系』によれば、被葬
者集団は渡来人と密接な関係があるとさ
れる。古代の集落の中心はこのあたりだっ
たのだろう。 

ところで、沙沙貴神社の楼門は、本殿や
拝殿とは向きが異なり、竜石山の山頂を向
く （図 10）。もちろんこれは偶然だが、そ

うしたことも、この地域の原初的な何かと
の因果を夢想させる。 

 

図 10 沙沙貴神社楼門からみる竜石山
(筆者撮影) 
 
4. 持続を支える 2 つの中核 

渡来人が来て、佐々木源氏が来て、信長
が来る。その過程で、繁栄の中心は琵琶湖
側へシフトして、町が生まれた。世俗権力
の繁栄には、西の湖が有利だったからであ
ろう。結果的に、信仰の中核から世俗の中
核が離れて、2 つの中核を持つようになっ
た。しかし、沙沙貴神社の楼門が、西の湖
で採集されたヨシ葺きなのが象徴的なよ
うに、両者は完全に分離していない。聖と
俗の２つの中核が双子のようになって、こ
の千年村を持続させてきたと見るべきな
のだろう。 

数百年も時が経つと、集落の持続や拡大
の要が変わるのは不思議ではない。外から
新たな勢力が入ってきたり、集落の規模が
村から町へと大きく発展するようなとこ
ろでは尚更だろう。そのような郷は、篠笥
郷のようなパターンが見られる可能性が
高いのではないだろうか。今回の調査地で
は、尼子郷などもそうした観点から読み解
けるのではないかと思っている。近江の主
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要舞台となった篠笥郷の、世俗の中核をつ
くった西の湖に、調査では注意が向きすぎ
たことへの反省から生まれた気づきであ
る。 
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蚊野郷周辺における依知秦氏の開拓史 
滋賀県立大学 川井操 

 
1. はじめに 
私はこれまで主にアジアの都市や農村を
フィールドにしてきたが、コロナ禍に入っ
て渡航できなくなり研究の中断を余儀な
くされた。その間、知り合いを通じて以前
から関心のあった自然農法のお米づくり
や有機農法の野菜づくりに関わるように
なった。自宅のある彦根から一時間ほどか
けて毎週のように田んぼや畑仕事で湖東
地域にある集落 （東近江市綺田町、日野町
北畑）に通った。その際、道中で目にする
変わった地名や寺社に意識が向くように
なり、車を停めて何気なしにその界隈を歩
くようになった。百姓仕事をしながらその
土壌の豊かさを体感し、農家さんから土や
水と地形の関わりを教わる中で、かつて蒲
生野と呼ばれた湖東平野が歴史的にも土
壌的にも優れた場所であることを次第に
知るようになった。 
中でも東近江市にある石塔寺にはその神
秘的な造形と佇まいの魅力に取り憑かれ
た。渡来人よって築かれた国内最古の三重
塔の石塔である。精巧に積み上げられたそ
の高い技術力と優れた造形力に驚いたと
同時に近江の地が渡来人と古代から密接
であったことを知った。以上の関心の経緯
から、ここでは渡来人との関わりの深い千
年村「蚊野郷」について考察したい。 
 
2. 依知秦の里古墳公園 
失踪調査当日には参加者 80 人近くが集ま
った。各自が米原駅周辺でレンタカー手配
して 10 台以上の車が集結する広々とした

場所が必要だったので、集合場所を宇曽川
の扇状地右岸にある「依知秦の里古墳公園」
を選んだ。現在、この古墳公園に隣接する
集落は上蚊野や松尾寺と呼ばれるエリア
であり、『和名類聚抄』では蚊野郷にあた
る。 
愛知郡を中心とした地域では、新羅系の渡
来人秦氏の一氏族である「依知秦氏」の存
在が広く知られる。愛知郡愛荘町は 2006
年まで愛知郡秦荘町と呼ばれた。愛知郡は
依知、秦荘は秦から来る名称である。ちな
みに秦荘の名称は昭和 28 年 （1953）に秦
川村と八木荘村の合併の際に付けられた
名称であり、秦氏の荘園であったことを指
すものではないが、古墳公園の背後に聳え
る秦川山という名称からも古くから秦氏
との関連が強かったことが窺える。 
この古墳公園は宇曽川の扇状地右岸にあ
るが、６世紀後半から７世紀中頃にかけて
の依知秦氏に関連する古墳とされている。
現存する古墳は戦後の圃場整備事業や工
場建設によってわずかに８基ほどしか残
されていないが、かつては金剛寺野古墳群
と呼ばれ、298 基の古墳群が密集したとい
う。このエリア一帯が、土木技術に秀でた
依知秦氏によって灌漑や開墾されて彼ら
の居住地となった。天智 2 年（663 年）の
白村江の戦いで戦死した将軍・朴市秦田来
津 （えちのはたのたくつ）も蚊野郷出身で
あった。このことは、依知秦氏がすでに７
世紀において、朝廷内でも一定の地位を得
ており、蚊野郷における権力もこれより早
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い段階で得ていたのだろう。 
 

 
3. 金剛輪寺と依知秦氏 
古墳の背後には秦川山が聳えており、その
山中には湖東三山の 1 つ天台宗金剛輪寺
がある。金剛輪寺は８世紀前半に聖武天皇
の勅願により行基が開山し、かつては松野
寺と呼ばれた。京都嵐山にある松野大社は
秦氏の氏神であり、金剛輪寺は依知秦氏の
氏寺であった。そのことを示すものとして、
かつて金剛輪寺が所蔵した金銅聖観音像
（現ボストン博物館所蔵）にある文永 6 年
（1269）の銘文がある。 

近江国依知郡之松尾寺本堂安置之、右志
者為願主犬上利吉并芳縁依知秦氏子孫

繁盛現世安隠後生善処 
とあり、ここでは犬上利吉と依知秦氏が
「子孫繁昌」を祈願することが記されてあ
る。 
上蚊野 ・松尾寺集落はこの古墳公園の北側
に位置する。両集落の南北を貫く中央道は
名神高速道路の高架下を抜けて参道へと
繋がる。この中央道の北端に祀られる大行
社本殿（1447 年建造）は金剛輪寺北側に
あった鎮守社の三所権現社本殿を移築し
たものである。現在の大行社の位置には、
金剛輪寺の南門の守護神として祀られた
大行社の旧社殿があったが、明治 10 年
（1877）に全焼した際にその代わりとし
て移築された。この中央道はかつて金剛輪
寺の南門に接続しており、その参道として
も使われたのだろう。 
また周囲には廃寺となっているが、塔ノ塚
廃寺、妙園寺廃寺、小八木廃寺など金剛輪
寺古墳群を囲うように寺院群が配置され
た。この寺院群周辺からは百済や新羅に見
られる湖東式丸瓦が発掘されている。 

 
  

写真 4 千年村疾走調査当日の「依知秦の
里古墳公園」の様子(筆者撮影) 

図 11 金剛寺野古墳群の分布(『秦荘の
歴史 第一古代・中世』より一部加筆) 

写真 5 上蚊野にある中央道。正面の秦川山
に金剛輪寺がある。(筆者撮影) 
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4. 条理と古代寺院 
律令国家の体制に入り各地に条理を単位
として、大規模なグリッド上の整然とした
地割が拡がった。愛知郡一帯も例外ではな
く、大規模条理の展開は８世紀前半に既に
展開していたという。弘仁 11 年（820）に
は、蚊野郷の戸主依知秦公成人が 12 条 8
長田里の 3 反の墾田を大国郷の戸主依知
秦公万歳麻呂に売却した記録が残ってい
る。そのグリッドは東西南北に関係なく琵
琶湖の湖岸に対して直行するように引か
れる。条理施行以前からあった蚊野郷の金
剛輪寺古墳群一帯には条理の痕跡が一切
見られず、愛知郡においては蚊野郷より琵
琶湖に繋がる平野部一帯に条理が展開す
る。灌漑土木技術に秀でた依知秦氏はこの
大規模工事の担い手になったことが予想
される。ただし、単に依知秦氏が個人的に
開発したものではなく、あくまで近江全域
を対象とした律令制の管理下に依知秦氏
が従うかたちで展開されたものである。 
一方で地域の一部に西南北・正東西の地割
を確認できる。まず蚊野集落、岩倉集落の
２社の軽野神社も正南北の方位である。蚊
野の地名は、カルノがつづまってカノとな
り、それが蚊野と呼ばれるようになった説
がある。九条家本『延喜式』「神名帳」で
はカルノともカノとも訓をふる。軽野神社
の西方には白鳳時代に建造された塔ノ塚
廃寺がある。昭和 53 年（1978）の調査で
は、南門跡やその他の掘立柱建物、寺院の
西と南を限ると見られる溝が検出されて
いるが、いずれも正南北の地割である。そ
の他にも、野々目廃寺、小八木廃寺跡地に
属する春日神社も正南北の方位である。
『秦荘の歴史 第一巻古代・中世』による

と、「この寺院（塔ノ塚廃寺）について、
は依知秦氏一族の依知秦公氏による創建
で、当初はすでに勢力の安定を保っていた
依知秦公氏の伝統と権威が保持されてい
たが、律令政府と地方豪族層との葛藤の末、
8 世紀中葉になると律令政府の権力が地
方豪族を大きく凌駕して彼らを押さえ込
むに至った、と想定している。」とある。
したがって、重要な寺社については、条理
制の施行以前には、正南北のラインを基軸
にして建造されたといえる。 
 

 

 
  

図 12 旧秦荘街域の条里復元図( 『秦荘の
歴史 第一巻古代・中世』より引用) 
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5. 灌漑用水路「愛知井」 
その他にも正南北に地割を展開する地域
があり、その中に愛知井と呼ばれた灌漑す
るための用水路がある。近江盆地では、灌
漑用水を得にくい段丘上に上流より水を
引いてくる用水路が数多く存在し、これら
用水路は一般に井（ゆ）と呼ばれる。愛知
川左岸でも、高麗井や高井などの存在が知
られ、その起源は少なくとも中世以前にま
で遡ると見られる。 
この愛知井とその周辺に統一条理とは異
なる地割が存在することが注目され、愛知
井の灌漑域を現地調査によって復元され、
それが元興寺・東大寺の寺領の分布域、す
なわち愛知荘とほぼ重なることも確認さ
れた。したがって愛知井の掘削は遅くとも
8 世紀までには完了したと考えられ、条理
の施行以前のものということになる。 
 

6. まとめ 
最後に蚊野郷を中心にして、依知秦氏の開
発史を簡単に追ってみたい。 
1. 6 世紀中頃以前から秦川山麓にある宇
曽川扇状地の開拓と灌漑整備、古墳群を形
成した。 
2.白鳳期（７世紀中頃～８世紀初め）にお
いて、蚊野郷を囲うように依知秦氏を中心
にして寺社が建立され、その多くは正南北
の地割を採用した。蚊野郷にある２社の軽
野神社には、その南北軸が顕著に残ってい
る。さらに領域を広げると、愛知井に見ら
れるような灌漑用水路においても南北軸
が採用された。 
3. 律令国家体制下おいて愛知郡一帯で大
規模な条理が施行され、灌漑土木技術に秀
でた依知秦氏はそれに従うかたちで担っ
た。 
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小さな発見たち -琵琶湖湖東千年村候補
地の集落構造- 

田熊隆樹 
 

1. はじめに 
千年村プロジェクト独自の調査方

法である疾走調査は、1 日や 2 日とい
う短期間で多くの集落を一度に見て
廻ることに特徴がある。今回の琵琶湖
湖東疾走調査の対象は 10 集落と比較
的少なかったものの、距離が離れてい
る場所もあり、集落の実見時間は過去
の疾走調査と同じく限られたものと
なった。 

そんな疾走調査で最も大切なもの
は「直感」であると思う。直感という
か、その集落に降り立った時に感じる
雰囲気あるいは違和感のような「小さ
な発見」が、実は集落の歴史的特徴と
つながっていることが後々わかる、な
んてことはしばしばある。 

疾走調査は報告書も簡潔だ。２ペー
ジでひとつの集落全体の位置付けや
分析をまとめるため、字数や写真の制
限によって、現時点では価値があるの
かわからない「小さな発見」は記録か
ら洩れてしまうかもしれない。そこで
今回はプロジェクトメンバーの一人
として、調査集落全体を通しての「小
さな発見」、とくに千年村の重要な要
素のひとつである「集落構造」に関す
るものを中心に、パタン・ランゲージ

のように記録しておこうと思う。まだ
調理しきれていない生の情報を、生の
まま記録しておくことで、今後詳細調
査が行われる場合のきっかけにもな
るかもしれない。 

 
2. 「飛び出る地棟カバー」 

今回の集落全体に共通して、伝統工
法の家は２階建の切妻屋根瓦葺が多
かった。その２階妻面上部には目玉や
鳥小屋のような小さなものが飛び出
ている。これは「地棟」という、棟と
並行な材が外へ 20cm 程度飛び出し
たもので、保護のため金属板や木板で
カバーされているものだ。地棟の日本
全国における分布は現時点で資料に
乏しく明らかでないが、とくに湖東地
域の古い民家には必須の存在である
ように見受けられた。地棟が構造的に
重要な意味を持つことを考えると、そ
れはこのあたりが積雪する地域であ
ることと関係がありそうだ。 

また今回の調査の中で、近年建てた
と見える非伝統工法の家（こちらも切
妻）の妻面にも「地棟カバーの名残」
らしきものを見た。それは夜になると
光る照明のようにも見えた。構造とし
ての地棟が使われなくなっても、ある
種呪いのように残ってしまうこのデ
ザインの中に、集落が引き継いできた
湖東地域の民家のイメージがあるこ
とは間違いなさそうだ。
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3. 「集落、更新中」 

いままで見てきた多くの千年村に
共通する特徴として、いまでも新しい
民家が建てられ続けていることがあ
る。湖東も例外でなかった。その多く
は住宅メーカーの建てたものだと見
えるが、特に敷地が大きい農家の家で
は同一敷地内で古い家と共存してい
たり、家族が多世代に渡って住んでい
ることを想像させる。またその敷地内
で新しい家はほぼ必ず前面に建てら
れている。古い家は奥に鎮座している
のが常である。 

とくに＜02 愛知郡蚊野郷＞の上
蚊野では、母屋が敷地の奥に、道に対 

して平行に平入りの切妻を構え、その
左手前に作業小屋が垂直に向きを変
えて立つ集落構造が見られた。新しい
家はこの小屋の位置に建て替えられ
るなど、ある一定のルールのもと更新
されているようだった。 

また集落内の多くの道が幅 2m ほ
どと車の通れない＜08 犬上郡青根郷
＞では、わずかにある幅広の道沿いに
新しい民家が多く見られた（駐車がで
きる土地だから売れるのかもしれな
い）。このように集落の更新ができる
余地、「スキマ」があることは、湖東
千年村においても必須条件と言える
だろう。

 

 

図 17 新しい家が建つときは、ほぼ必ず

前面に建つ (02 愛知郡蚊野郷） 

 

図 18 奥に鎮座する古い家 

(10 日野町大字小野) 

 

図 19 道幅の広い道路沿いには新しい

家が集まる(08 犬上郡青根郷) 

 
  

 

図 14 水という字が書いてある地棟カバ

ー 

(10 日野町大字小野) 

 

図 15 鳥小屋のような地棟カバー 

(08 犬上郡青根郷) 

 

図 16 名残と思われるもの 

(01 犬上郡尼子郷) 
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4. 「いきなり玄関」 
集落を歩いていて違和感を感じた

のが、民家の玄関の位置である。多く
の家が、道からすぐ見える正面に玄関
を構えていた。また、塀がないことも
多かった。このような道との関係は安
心感に乏しく見えるが、 

これは集落の構成要因に親族が多い
ためオープンになっているなど、共同
体の性質に起因する可能性もあるの
ではないだろうか。また同乗の学生か
らは「洗濯物もオープンに干している」
といった発見も報告され、この地域の
方々のオープンさの表れは様々なス
ケールで展開していそうである。 

 
5. 「石で守る」 

今まで見てきた多くの千年村がそうであったように、集落の中で重要な神社や寺、蔵
などは一段高く盛り上げられ、水害から守られていた。その土台は石垣で築かれること
が多いが、ここではその石垣がとても印象に残った。特に神社や寺に見られた、丸石（川
の流れで削られたもの）を、最初から相互に組み合わせられていたかのようにピッタリ
と積んでいる 「ムチムチ」とした様は圧巻であった。その石は、湖東一帯に広がる「湖
東流紋岩」（流紋岩、流紋岩質の溶結凝灰岩、花崗斑岩などをまとめてこの地域でこう
呼ぶ）であるようだ。彦根城や安土城の石垣にも使われたこの上質な岩石の豊富な存在
は、湖東の千年村を持続させてきた重要な環境資源といえそうだ。 

  

 

図 20 道を歩いているといきなり現れる玄

関(01 犬上郡尼子郷) 

 

図 21 わざわざブロック塀を終わりにして

玄関をむき出しにしている 

(08 犬上郡青根郷) 

 

図 22 新しい家にもいきなり玄関 

(09 蒲生郡桜川村) 

 

図 23 ムチムチと、石と石にスキマがほ

とんどない。(01 犬上郡尼子郷) 

 

図 24 神社など重要施設は 1m 以上嵩上

げされる(01 犬上郡尼子郷 金山神社) 

 

図 25 年代によって積み方も違いそうだ

(02 愛知郡蚊野郷） 
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6. 「さわれる水」 
湖東の集落は全体的に山から琵琶

湖方面へ傾斜していることから、集落
の中に水路が見られる。その水路は開
渠で、道路脇を流れる水を目視できる。
各家の手前にはこの開渠から水を引
いた「洗い場」が設けられているとこ
ろが多く、ここで長靴や農具などを洗
うのにつかっているようだ。彼らの水
場の作り方はしっかり計画されてお
り、水路から入った水がきちんと水路
に戻るようになっている。 

また道に沿ってカーブする水路を利用
して幅を拡げたり、ここぞという場所に
作っている様子が窺われる。＜01 犬上
郡尼子郷＞では集落内に幅広のオープ
ンな水路が走っており、子どもたちの遊
び場＝公園としても機能しているよう
だった。これら「さわれる水」は、自分
たちの暮らす場所の方向や資源の量・質
を把握するための存在となっているの
だろう。 
 

  

 

図 26 長靴を洗っていることが一目でわ

かる 

(10 日野町大字小野) 

 

図 27 水路の曲がる部分を利用して幅を

拡げた洗い場 水を待つ植木も見える 

(10 日野町大字小野) 

 

図 28 オープンで幅広の水路は子どもた

ちの遊び場にもなる 

(01 犬上郡尼子郷) 
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千年村パタンランゲージの活用による新
たな千年村「松杣郷」発見の経緯 

金盛晋也 
 

1. はじめに 
琵琶湖湖東疾走調査では当初 10 箇所の

千年村候補地を対象に調査が計画された
が、現地での疾走調査の結果、新たに「11.
松杣郷」を確認したことから、本報告書に
おいては松杣郷を含む 11 郷の調査結果が
取りまとめられている。本稿では、この松
杣郷発見の経緯を記すとともに、これまで
整理してきた千年村のパタンランゲージ
の有用性について述べたいと思う。 

 
2. 調査の目星の検討 
2-1. 郷フレームへの違和感 

疾走調査は文字通り、複数の市域にまた
がる広範をわずか２日程度で見るという
特性上、車両で疾走する点を考慮しても時
間的な制約が厳しい。（ただし、限られた
時間の中で最大限集落の特徴を見出すこ
の手法はフィールドワークの訓練や詳細
調査の対象地の選定方法としては非常に
有意と考えている。）したがって、事前に
面白そうな箇所に目星をつける工程が重
要である。学生時代に、野帳と調査後の報
告書の作成を割り当てられていた私はこ
れを意識していたことから、詳細な目星は
各野帳作成者が行うにせよ、目星をつける
範囲のベースとなる「郷フレーム」（千年
村の比定範囲の図枠）の作成は慎重に行っ
ていた。 

今回私のグループが割り当てられた「日
野町大字小野 （以下、小野という。）」の郷
フレームを確認したときに、直観的に範囲

が小さいと感じた。過去にも単独の大字が
千年村に比定されていた事例はあったに
せよ、それらと比較しても野帳に示された
当該比定範囲だけでは「なにか」が足りな
かった。 

この違和感を確認すべく、小野周辺を俯
瞰したところ、関東で頻出していた谷戸状
の地形となっており、小野はその谷戸の一
部分を構成する集落であった。(図 1)関東
の千年村の例では、谷戸を縦断する河道の
流域内の集落群を基本単位とし、複数のそ
れがまとまり、１つの郷を形成していたこ
とから、ここもそうした構成ではないかと
仮説を立て、郷フレームの再検討を行った。 

 
2-2. 郷フレームの再検討 

小野は千年以上前から渡来人が移り住
んできたことをほのめかす鬼室神社の存
在ゆえに今回の疾走調査対象地として選
定されたという経緯もあり、明確に千年村
の比定範囲を示す資料はなかった。したが
って、郷フレームの検討にあたっては、ひ
とまず町村制の施行時の行政単位を確認
した。これを見ると、小野は 1889 年（明
治 22 年）に設置された桜谷村に属してい
たものの、1894 年（明治 27 年）には、桜
谷村は東桜谷村と西桜谷村に分割されて
いたことが確認できた。(表 2)一つの行政
単位であったものを再分割するという行
為は、現代の市町村合併 ・分割の行政手続
きの難しさに比べれば幾分簡単ではなか
ったかと思われるものの、やはり相応の労
力を伴うことは想像に難くなく、それでも
なお行政単位を分割したという事実を見
る限り、一つのまとまった共同体としての
アイデンティティが相当強そうだと感じ
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た。こうした経緯から、郷フレームを小野
が属していた旧東桜谷村と設定し、当該範
囲を調査対象地として疾走してはどうか
ということを学生メンバーに打診した。
（なお、調査対象範囲の共有のため、グル
ープメンバーには旧東桜谷村の範囲を示
す.kml データを配布した。） 

 
表 2 旧桜谷村の行政単位の変遷 

大字名 
安
部
居 

中
在
寺 

北
脇 

蓮
花
寺 

野
出 原 川

原 杉 杣 小
野 

奥
師 

鳥
居
平 

中
之
郷 

佐
久
良 

奥
之
池 

1889 年 桜谷村 
1894 年 西桜谷村 東桜谷村（今回設定した郷フレーム） 
1955年- 日野町の一部 
 

 
図 29 調査で獲得した情報 

  



〈千年村〉琵琶湖湖東疾走調査 20231007-08 
 

3. 調査の経緯と考察 
3-1. 小野 

とはいえ、大学からしばらく離れた一介
の社会人でしかない自分の立場上、学生の
皆さんに作成いただいた野帳を顧みない
という行為は学生にも示しがつかないこ
とから、小野を歩いてみることにした。 

小野は谷戸の上流部に位置する谷戸状
集落で、各住戸には共通して川からの水を
貯水する桝があり、手入れの状況から判断
するに、現在でも生活用水として利用され
ていると推察された。こうした状況から水
利が集落の重要要素と考え最奥の砂防ダ
ムまで藪漕ぎする過程で、河川護岸の大規
模な改修や、危険木の除却等を目的とした
斜面林の整備など、県の防災事業が集落全
体にわたり実施されていることを確認し
た。また水田だった農地が WCS と呼ばれ
る乳牛や肉用牛の飼料に転作され、それが
地元の農業法人により栽培されているこ
とを確認するなど、当該集落が防災・生産
の観点で単独で持続的かという点には疑
問が持たれた。私の力量ではこれが限界だ
ったこともあり、小野での調査は引き上げ、
下流の集落に降りてみることにした。 

 
3-2. 中之郷 

中之郷は、小野の下流に位置し、隣接す
る複数の谷戸からの河道が合流する地域
である。今も公民館があるなど、本地域の
中心地であることが推察される。疾走調査
での情報獲得には神社に行くことがセオ
リーであるため、長寸神社に赴いた。式内
社であることに加え、近隣の大屋神社と毎
年春に渡御行列（曳山とそれを担ぐ人々）
が往還しているということが確認できた。

これを踏まえ、次に大屋神社に行くことと
した。 

 
3-3. 新しい千年村「杉杣郷」の発見 

大屋神社への道中、水田に囲まれた美し
い集落群を確認した。直観的にここは千年
村ではないかと考え、立ち寄ることとした。
確認した集落は大字「杉」「杣」「川原」の
３つの大字からなる集落群であり、プリミ
ティブな名称であることも相まって、かな
り千年村っぽさがあった。疾走調査では案
内板等の確認による情報収集にも限界が
あることから、住民へのヒアリングも重要
である。同グループの学生にもヒアリング
を体験してほしいという思いから、上記３
大字のうち、表で作業している住民を複数
見かけた「杉」に降り立つこととした。 

杉では自家用畑にて作業を行っている
男性に対し、ヒアリングを行った。突然来
た若者たちに嫌悪感を特に示さないのも
千年村っぽさがあった。近年、周辺の民家
をホテルとして経営すべく中東からの来
訪者が多いそうで、これも外部の人間に対
する寛容さの要因かもしれないが、いずれ
にせよ過去の千年村の住民と同じように
対応いただけた。周辺の古い集落を探すた
めの調査をしているという趣旨を伝え、ヒ
アリングする中で、「この辺りは杉杣郷と
いわれていて…」と聞いた瞬間、全員が「杉
杣郷！？」と復唱した。これが新しい千年
村発見の瞬間である。話を聞くに、「杉」
「杣」「川原」の３大字で杉杣郷なる共同
体が形成されていたらしく、これら集落は
小野に人が住み着く以前からあったので
はないかとのことであった。杉杣郷と小野
の成立年代の前後についての詳細は明ら
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かではないものの、地形条件を考慮すると、
まとまった生産地を確保できる杉杣郷の
方が成立が早かったという話はあながち
誤りではないと考えられる。 

地元住民から聞き取った内容は重要で
はあるが、その真偽を確かめることもまた
重要である。ここからは本当に杉杣郷が存
在するかの確認を行うこととした。目的地
であった大屋神社もまた式内社であり、案
内板に杉杣郷の記述があった。それを見る
に佐久良川沿いの３つの郷は共同で雨乞
を行っており、郷ごとに踊り等を奉納して
いた。上之番と中之番がそれぞれ杉杣郷と
中之郷に当たることは推察できたが、下之
番に該当する集落は確認できていなかっ
たことから、今度は下之番（以下、下之郷
という。）を探すこととした。 

 
3-4. 下之郷(未確認) 

その名称から、中之郷よりも佐久良川
の下流にあると推定し、大字佐久良の佐
久良古城址を訪れたが、松杣郷等との関
連性は確認できなかった。また、旧西桜
谷村の大字安部井の賀川神社も訪れた
が、賀川神社の氏子は佐久良、奥之池、
鳥居平、安部井であり、毎年春の渡御行
列においては安部井にある立居神社間を
渡御行列が往還するという記述があった
ことから、長寸神社―大屋神社との関係
性は確認できず、下之郷を発見すること
は叶わなかった。ただし、調査当日は佐
久良の桜谷小学校にて東桜谷地区の運動
会が開催され、旧東桜谷村を構成する大

字のみが参加していたなど、現在でも続
く一つの共同体としての輪郭が見て取
れ、関東と同様に湖東の千年村において
も谷戸を基本単位とした共同体が形成さ
れていると推察される。 

 
4. おわりに 

「千年村っぽい」という感覚から杉杣郷
の発見に至ったわけだが、今回の疾走調査
では、これまで蓄積してきた千年村のパタ
ンランゲージ(図 2)の整理が非常に有効
な作業だったということを体現できたの
ではないかと思う。今後も千年村のパタン
ランゲージをアップデートすることで、文
献に依らずとも現地で直観的に千年村を
見つけられる他、集落構造をより精緻に把
握できると考えられる。冒頭でも申し上げ
たが、この疾走調査のパッケージは集落調
査の手法としては非常に有効な訓練方法
であることは疑いようのないことである。
疾走調査も千年村と同様に持続的に営ま
れていくことを期待したい。 

 
図 19 千年村パタンランゲージ(抜粋)  
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驚きかたの「インストール」：蒲生郡桜川
村を例に 

近藤真 
 
１．疾走調査の再開にあたって 

今年度の疾走調査は、3 年間の中断、50
名近い大所帯、関東が拠点の参加者が多い
中での湖東地域が対象と、準備が大変だっ
たことは想像に難くないのだが、特に学生
のみなさんのおかげで無事実施すること
ができたと思う。こうして報告書を書いて
いるいま、学生のみなさんの頑張りに改め
て感謝している。 

疾走調査の再開にあたり、当時の疾走調
査運営を知る OB として、野帳を作る会な
ど微力ながらお手伝いをさせてもらった。
野帳を作る会では、野帳作成作業を完了さ
せることを第一の目的とし、肝心な疾走調
査の視点は「くさそうな」要素と呼び、あ
る種の Tips 的な説明に留めた。しかし、
千年村の調査自体の初参加者が多いこと
をふまえると、やはり疾走調査の視点の全
体像を示すべきだったと思う。その反省も
ふまえ、本稿では、疾走調査にフォーカス
した情報収集の視点の全体像の整理を試
みたい。大人メンバーはご存じの内容では
あるが、今後の疾走調査の一助になれば幸
いである。 
 
２．疾走調査の「情報収集」の視点 

千年村の集落の特性把握の視点を示し
た資料のひとつに「千年村チェックリスト」
がある。本来は千年村プロジェクト外の方
が千年村認証に向けた基礎資料として記
入するものであるが、言い換えると、千年
村プロジェクトが重視している集落の情

報収集の視点を、初心者にもわかるように
シンプルに整理したものである。このチェ
ックリストをもとに、疾走調査の「情報収
集」の視点の整理を試みた。 

疾走調査のウリのひとつは、調査当日や
その後の会議における報告会などを通じ
て、プロジェクト全体でその集落の理解を
深めていくことであると考えている。その
ためにも、考察の材料となるファクトの収
集にはベストを尽くしたい。情報収集であ
れば、調査の練度に関わらず、時間をかけ
れば実施できることであるし、情報収集を
通じて新たな仮説が降ってくる場合が多
いことが理由である。 

洗練された野帳作成のみでは、理解する
ことが難しい調査の情報収集の全体像を
理解することに活用できればと思う。以下
の考え方で 、「千年村 チェックリ スト 
Ver.2.3」をアレンジし、「疾走調査の情報
収集の視点リスト_Draft」とした。 

● 千年村チェックリストの項目に対
して、疾走調査における情報源（下
線部）を追記し、疾走調査の情報
収集の視点とした。 

● 千年村チェックリストでは同じ項
目であっても、疾走調査における
情報源が異なる場合は別の項目と
した。 

● 視点ごとに、情報収集のタイミン
グと優先度を記載した。情報収集
のタイミングは、「野帳作成時」「集
落実見時」「住民ヒアリング時」に
区分した。 

● 優先度は、「★ ：確認必須」「☆ ：該
当すれば確認必須」「〇：可能な範
囲で確認」の 3 段階で整理した。

http://mille-vill.org/%E5%8D%83%E5%B9%B4%E6%9D%91%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88_/_Millennium_Village_Check_list_for_Registration
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1O8k5FrRpUWeNovJ_-TJH5uwPIg2nM6pE34y2R6xwGP4/edit#gid=0
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1O8k5FrRpUWeNovJ_-TJH5uwPIg2nM6pE34y2R6xwGP4/edit#gid=0
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時間・経験ともに制約がある疾走
調査において、着目されることが
多く、比較的短時間で把握できる
可能性が高い要素の優先度を高く
設定した。なお、優先度と重要度
は関係しない。 

● 住民ヒアリングは、できない場合
も多く、住民ヒアリングができる
までひとつの集落で粘ることは疾
走調査の目的にそぐわないため、
優先度を「〇：可能な範囲で確認」
とした。もちろん住民に話を聞け
るに越したことはない。  
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3. 蒲生郡桜川村における情報収集・考察
例 

参考として、筆者の車が調査当日の報告
会で割り当てられていた、蒲生郡桜川村の
調査で得られた情報を最右列に記載した。 

住民ヒアリングは、綺田町綺田の源通寺
で調査の当日に行われていた、真宗 大谷
派の会合のため駐車場で来客誘導をして
いた源通寺職員の方に行った。なお、考察
した内容は【考察】と記載した。調査で獲
得したファクトと考察は明確に区分する
必要があることに留意したい。 
 
4．今回の調査で感じた疾走調査での改善
点いくつか 

今年度の調査を通じて感じた疾走調査
の改善点を記しておく。野帳から当日の進
行まで洗練されてはいるが、やり方を変え
ることでより充実した調査になるのでは
ないか。 

● 初参加者に調査内容を説明する際
には、調査の目的や視点などの全
体像を理解してもらった上で、野
帳作成や調査に望んでもらえるよ
うにしたい。（必要があれば上記リ
ストを参照） 

● 当日の報告会で、学生含め全員が
発見や意見を共有できるようにし
たい。時間に限りがあって全員で
発言することはできないが、miro
などオンラインホワイトボードツ
ールなどを用いて、それぞれが気
軽に情報を共有できるとよいので
はないか。 

● 地域経営の情報をもう少しヒアリ
ングに寄らない方法で収集したい。

今回の情報収集の視点の整理を通
じて、改めて共同体に関する情報
収集の難しさを感じた。土居先生
の、2015 年度 相模川流域疾走調
査報告書 （2016）の報告には、” 「共
同体」を調べるとして、土地条件
図のような参照すべき基本情報を
どこで入手できるかといえば、ま
ずはその地の自治体史編纂の過程
で、公立博物館や大学研究室によ
る調査で、あるいは地元の人々に
よる自発的な取り組みによって、
それ相応の水準で重ねられてきた
調査記録、といえよう。”とある。
集落でのヒアリングも重視した上
で、それだけによらない情報収集
の方法を考えていけるとよいので
はないか。 

 
5. 驚きかたのインストールと疾走調査手
法のアップデート 

今年度の疾走調査のサポートにあたっ
て、過去の資料のひとつとして、千年村疾
走調査・完全マニュアル （2015）に再び目
を通した。小林・神保は、”集落への「驚
きかた」のアップデート、その相互作用が
繰り返されること。実はこれこそが疾走調
査の醍醐味なのではないかと筆者は感じ
ている。”と記しており、当時の私も非常
に共感した。この言葉を借りれば、今年度
調査は未経験者に疾走調査方法を伝える
ことからスタートしており、驚きかたの
「インストール」の側面もあったと言える。
来年度以降は、これまで培われてきた調査
手法を受け継ぎつつ、驚きかたと調査手法
のアップデートを試みていけるとよいの

https://app.box.com/file/357897815337?s=h7h8cgzbp52uqusi08y1tn69w2eqwax3
https://app.box.com/file/357897815337?s=h7h8cgzbp52uqusi08y1tn69w2eqwax3
https://www.10plus1.jp/monthly/2015/12/issue-02.php
https://www.10plus1.jp/monthly/2015/12/issue-02.php
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ではないだろうか。 
 
補注・引用文献 
1)千年村プロジェクト. 千年村チェック
リスト Ver.2.3. 2017 
http://mille-

vill.org/%E5%8D%83%E5%B9%B4%E6%9D%91

%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82

%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88_/_

Millennium_Village_Check_list_for_Registration 

2)千年村プロジェクト. 2015 年度 相模
川流域周辺疾走調査報告書. 2016, 57p. 
3)小林千尋, 神保洋平.千年村疾走調査・完
全マニュアル. 2015 
https://www.10plus1.jp/monthly/2015/12/issue-

02.php 
  

http://mille-vill.org/%E5%8D%83%E5%B9%B4%E6%9D%91%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88_/_Millennium_Village_Check_list_for_Registration
http://mille-vill.org/%E5%8D%83%E5%B9%B4%E6%9D%91%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88_/_Millennium_Village_Check_list_for_Registration
http://mille-vill.org/%E5%8D%83%E5%B9%B4%E6%9D%91%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88_/_Millennium_Village_Check_list_for_Registration
http://mille-vill.org/%E5%8D%83%E5%B9%B4%E6%9D%91%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88_/_Millennium_Village_Check_list_for_Registration
http://mille-vill.org/%E5%8D%83%E5%B9%B4%E6%9D%91%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88_/_Millennium_Village_Check_list_for_Registration
https://www.10plus1.jp/monthly/2015/12/issue-02.php
https://www.10plus1.jp/monthly/2015/12/issue-02.php
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େかΔ歴史を௧ݻ良ௌの千年村大࣊ʘߗ
͓る地域の環境གྷҾの෾ੵʘ

高橋大樹

̏ɿߗ良ௌのಝ௅
加͗初日のΊࢂյ、ජ者は疾走調査のࠕ

ͫͮたたΌ、॑ 点దにݡ学したߗ良ௌの千
年村大࣊に関しͱࡱߡを行͑。
上ݚ良ௌは、滋賀県の中央部をઐΌるߗ

地࣯のಝ௅と・ܙの中央にҒ஖する。地܌
しͱは、東はྵࣝ山ຼの山࿤、正ֺ寺山、

池寺山͗あり、ௌの東かΔ西にݚ上川͗ླྀ
Η、ݚ上川の଱੷作༽によͮͱܙ੔͠Ηた
ખয়地によるฑ地によͮͱߑ੔͠Ηる。
ʤਦ 31ʥ

ਦ 20 良ௌの大࣊とౖ地ড়݇ਦ(ජ者作੔)ߗ
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̐ɿߗ良ௌの歴史と領域に関しͱ
େ・中世の文ݻ、良ௌの歴史としͱはߗ

ͱおり、関東の千年村ではͮ࢔๝෍に͗ݛ
৆ࡋに௧͑͞とのできない中世の༹子͗
֮೟する͞と͗できた。そのたΌ、ݻେ、
中世、近世と࿊କした村のࢡをූか;上͗
Δす͞と͗できた。ਦ 32 はその変યをま
とΌたࣁྋとなる。
ᶅ େݻ
正૖院文書Ώ࿪໌ྪᡋঠかΔߗ良ௌ

にはߗ良ڹと೎子͗ڹあͮたと૟ఈ͠
Ηる。ߗ良ڹはߗ良ௌ一ଵをർఈ地とし
ͱいるたΌ、ࠕյ正֮なർఈはできなか
ͮた。一方、೎子ڹは 6 ͯの大࣊にർఈ
する͞と͗できた。ฑ安࣎େغޛには͞
の地域一ଵ͗૵園となり、ߗ良૵と೎子
૵とい͑ 2 ͯの૵園͗ଚࡑしͱいた。
ᶆ 中世

1300 年͟Θ、ߗ良૵と೎子૵͗౹߻
し、ߗ良૵となͮた。ߗ良૵に֚౲する
と૟ఈ͠Ηる大࣊はࡑݳのߗ良ௌの大
࣊સͱを؜Ξでいる。近ߒ国のगޤは近
ޛແΌͱおり、その͗ࢱの佐々木ࢱݱߒ
佐々木͗ࢱ࿣ֱࢱと京ࢱۅに෾かΗͱ
੐力を૬͑よ͑になͮた。י૖࣎େغޛ
になると、ഄᇡད大໌としͱ༙໌な佐々
木道誉͗ߗݳ良ௌ正ֺ寺にঋֺ寺を創
建し、その地に住ま͑よ͑になͮた。道
誉のଛの高久は೎子ڹを領༙、そのޛの
ક国大໌の೎子ࢱのླྀݱとなるなʹ、歴
史上のౌ৖する人෼の関࿊͗ଡいౖ地
である。
ᶇ 近世・近େ
੔しͱいた村々はそのまߑ良૵をߗ

まߒ戸غのൣ੕村΃とӀき͗ܩΗた。そ

ਦ 32 良ௌの行੕区域の歴史ద変ય(ජ者作੔)ߗ
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の後、明治期を迎え、今に至る。 
３．犬上川の水利と扇状地大字の地形立地
と土地利用 
 ①犬上川の水利の特徴 
 犬上川の流域面積は流域面積 105.3km2
と比較的小さく、水源の鈴鹿山系は石灰岩
質で保水力に乏しい。そのため、犬上川流
域に雨が降れば洪水、照れば干ばつになり
やすいという性質があった。加えて、平野
部は扇状地帯の特色も持ち、流水が砂礫中
に侵入して伏流水となって地底を流れ、表
流水量に乏しく、甲良の人々は大昔から水
不足に悩まされてきた。 
 ②水利の歴史 
 甲良町犬上川扇状地の開発の歴史は古
く、1981 年の圃場整備事業以前には条里
制が現存していた。開発の古さは水利コン
トロールの相対的容易さによると考えら
れるが、同時に流水量の少なさも意味する。
かつて、甲良荘は「川原の荘」と呼ばれ、
水田の水持ちが非常に悪かった。犬上川に
は井堰が 4 つ、一の井、ニの井、三の井、
四の井があったその対立が根深く、1932
年に警察隊数百名出動の大騒動となった。
現在は上流に犬上ダムの建設、一の井とニ
の井の合同井堰の実現によって、紛争はな
くなった。 

現在でも農業用水は日常の生活用水と
活用され、農業用水＝生活用水＝環境用水
という一体的な利用がされている。1983
年の圃場整備に既存の開水路をパイプラ
イン化する予定だったが、集落内水路の環
境悪化と水の文化の喪失に危機感を感じ
た住民によるまちづくり活動が展開。集落
内の水路は開路のまま残し、農業水利に景
観形成の視点を持ち込んだ。 

③ 扇状地大字の地形立地と土地利用 
図 1、図 3 からもわかるように、甲良町

の大字は基本的に扇状地に立地している。
居住域の立地を見てみると、旧河道の位置
を避けた微高地に居住地が立地している。
犬上川はかつて甲良の南側を流れていた
ものが北側へだんだん流路を変えていっ
た。そのため、地形区分としても扇状地南
側が古くからできた扇状地のため地形の
高低差はあまりなく、北側は地形が新しい
ため、高低差が大きいといえる。千年村大
字が北側に多くみられたのは、地形の高低
差が大きく、旧河道の名残を水田利用へと
転換しやすかったと考察ができる。 

土地利用としては、扇状地上は基本的に
水田利用でその他畑作が見られる。山林は
山裾にみられ、扇状地には寺社の社寺林程
度しかみられなかった。 
 
４．考察 
以上の調査より、甲良町の千年村大字の持
続性を担保する環境要因・文化要因に関し
て考察する。 

① 扇状地の開発のメリットとデメリ
ットと農業技術の進歩 

扇状地は古代からみたら、水の管理が
しやすく水田開発の行いやすい土地だ
ったと考えられる。そのため、古くより
水田経営がなされていたと考えられる。
一方、犬上川扇状地は流域の水分保持力
のなさ、扇状地という特性から水不足に
なりやすい土地のため、時代とともに農
業用地が拡大し、農業技術が進歩するこ
とで、増えた水田面積に対する水の量が
足りなくなったと考えられる。戦後のダ
ム建設に伴い、その問題が解決されたが、
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住民にとって水はこの地の最大の問題
だったはずである。 
② 領主の変遷と明確な支配体制 

甲良町は中世から明確な領主体制が
敷かれた土地であった。またその領主た
ちがこぞってこの地を重要視し、実際に
本拠地にした領主も多かった。これはこ
の地の豊かな環境や生産性の高い土地、
背後に山が近いなど、環境要因に起因す
るものと考えられる。近江という国は日
本の中世の中心に近く色々な領主の動
きを詳細にみることができる点が非常
に興味深かった。 
③ 微高地と水利システム 

扇状地においても微高地上に居住域
立地がみられた。古来よりそういった土
地のミクロな情報を読み取り、しっかり
土地利用に反映している点は改めて関

心をした。戦後の圃場整備によって、水
問題は解決され、現在村々には爽やかな
水が流れている。居住域に寄り添う水路
は美しく悠久のものだと現地では感じ
た。ただ、歴史を紐解くと見た目の美し
さ以上に水との戦いがあった。今後もま
ちの背景をしっかり読み取り、外見だけ
でない風景の読み取りをこころがけて
調査を行いたいと感じた。 

 
引用文献 
1)甲良町町史 1984 年 
2)角川日本地名大辞典 25 滋賀県 角川書
店、1979 年 
3)琵琶湖流域を読む〈上〉―多様な河川世
界へのガイドブック 琵琶湖流域研究会 
2003 年 

図 33 大字詳細図 微高地上の居住域と水路の関係がよくわかる。 
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奥村敦至 
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